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E 事 告

建 築 士 選 考 ! こ 就 い て

建設省令並に告示が毅せられま b たので其の中の建築士の選考について

の要点を下記の遇り抜翠いたしました 。

一 級 建 築 士 選 考 の 申 請

受付期間 第一回 昭和25年11月16 日よ り12月15 日ま で

第二回 昭和26年 4 月 1 日より 4 月30 日まで

受付場所 住所地又は勤務先の所在地の都道府懸の建築主務課

ーー.. _- _._---ー・ー..-.---- ーーーーーーー・ ー--_ ..・ p ・ ー- ーーーー--_...... ...-ーーーー・ー. ...-. ' ---" ' -ーーー.....ーーーー・・ーー- -- _... ・ーーーーーーーー. ..・・..一ーーー..・・・... ・- -_... ... .__..

一 級 建 築 士 選 考 公 告 ( 抄 〉

との選考は、 建築士法附則第 2.項の規定 によって、 法施行時の経過措置と して、 1 級建築士試験

に代って行われ るも のです。

詳細は、建築士法( 昭和25年 5 月24日法樟第 202 競j 同法施行令 〈昭和25年 6 月22 日政令第 201

披〕同法施 工 規 則 ( 昭和25年 10月31日建設省令第38現J 及び建築士選考基準( 昭和25年11月 7 8建

設省告示第1162蹴J そ参照して下 さい。なお、 不明の点は、 重量設省住宅局建築指導課元は都道府綴

の建築主務 課に問い合わせて下さ い。 ( 通信によ られ る場合は、所要の郵便切手をはった宛先明記

の封筒又は葉書 を必ヂ同封して下さ い. )  

第 一 選 考 申 請 資 格

ー綾建築土の選考 申請資格のある者は、 昭和初年 3 月31 日までに、次の各抵の一つに該常す Q者

です。

1  番大接令に よる大接で、正規の建築又は土木に関する課程 を修めて卒業してか らw 建築に闘

して 3 年以上の貧務の経験のiある者

2  蕎専門拳校令による専門皐校で、正規の建築又は土 木tて闘する課程. : a - 修めて卒業してか ち、

建築じ関 して 6 年以上の貧務の経験のある者

3  蕃中等準校令じよる中等接校で、正規の建築又は土木に闘する課程; ; e 修めて卒業 してか ら、

建築に関して10年以上の賓務の経験のある者

Ｔ 前各 競十 亡描け ｾ事 校と同 等以 上 叉は こ れ らに 準 今る 拳校 ぜ、 、 建築文は土木に闘す Ｙ 課程￬ｩＧ修

めて卒業 してからー建築に闘 してそれぞれ前各現に描ける年数以上の実務の経験のある者

5  建築に闘 して15年以上の実務の経験の ある者

第 二 申 錆 手 績

昭和 ＲＵ 年 ＱＲ 月 ＱＵ 日までに選考申請 資 格 のある 者 は 、 ｩ とむ ｾ 得ない場合のほかは、第 Ｑ 回のときに

申請して下さい。但し、第 1 回のときに 申請 した場合は、第 2 回のときには、申請できまぜ ん.

2 申 請 の 方 法

( 1) 申請調係用紙の請求先 申請関係用紙は、建設省住宅局建築指導課及び各都道府懸の建築主

務課において、若し上 ゆます。 ( 郵便て請求す ると きは、表に「一級建築士選考申請用紙請求

ｪ と朱 書 し ， 、所 要の郵 便 切手そは った宛先明記 の 返 信 用封筒ＮＺ￦Ｍｾ，中同封して下さい。Ｉ

( 2) 申請書類の提出 住所地叉は勤務先の所在地の都道府牒の建築主務課に提出して下さい.

〈直接建設省に提出しないで、下さ い。〉と の際、次の書類 を必歩添えて下さい.



〔添付嘗類〕

ー 第ーの選考申請資格のととろの第 1 競から第 4 蹴ま での各競の一つに該嘗する者について

は、その撃校; a 苧業しすこととそ詮する巳足る書類( 卒業詮書の馬、卒業詮明書、卒業者名簿

の抄録、その旨を脅する 2 人以上の署名のある書類)

て建築技術に関する検定叉は資格試験に合格した者叉は選手;1生叉は諒講生として建築叉は土

木に闘する課程主主修めた者については、そ. ( ] ) 旨を荷するに足る書類( 合格読書の潟、合格詮

明書、そのEZを詮する 2 人以上の署名のある書類)

第 三 合 格 等 の 遇 知 と 設 表

( 濯考の方法) 1 級建築士の選考に常つては、建築士濯考基準に従って 1 級建築士選考申請書

及び業務経展書の記載によって容廷します。と の容査によって 1 級建築士とし℃ふさわしい知

識及び技能を有すると判定された者は、選考に合格 います。 との岩手資によって判定できない者

には、考査を行って、その成績そ考慮して、判定します。

1  ; ; 号交に闘する透知 考査を行わたい者にはその旨を、考査を有う者には考委王の管施期日と考後

場を、直接本人じ通知します。

2 考査の場所と期日 考査を行う場所は C札幌、帯 買、青森、仙台、新潟、東京、名古屋、 金苦季

大阪、庚島、松江、高松、問問 、鹿児島〕です。考査の期日は、第 1 回の受付をした分について

は、概ね 3 月中旬頃、第 2 回の受付をした分については概ね 6 月中旬頃の漁定です。

備 考 2 級建築士との選考は、建設大臣でなく、各都道府懸知事によって都道府懸毎じ行われます

f足。て 2;級建築士についての各種の手線、問合せ等は、件所地叉は勤務先の都道府燃の建築主務

課γ して下さい。

大 阪 高 等 裁 判 所 見 欝 開 催

奮控訴院現大阪高等裁判所の建物と裁判・の賓況見皐右下記により開催。

員吉田はジエン台風営時起 ｐ たる或る強姦事件ｾ検事の起訴より裁判の経過につき毅後に於ける民主

裁判がいかに主主 されているかそ見製し併せて建物を見摩する。( 裁判所と公判の都合で月曜の午前

となった事そ諒されたい)

1 、日 時 十二月十一日〈月〉午前九時三ド集合、後零時倖解散

1 、 集 合 所 大阪高等裁判所〈元控訴院〉正門、市内北区若松町

1 、見 皐 佐 e々木判事並菅原排護士の慨況と案内によ b 十時法廷に入 b 強姦事件の公判資

況と建物そ見事

ト、申込締切 九日迄舎費￥30添へ申込の事攻定教に達し? と時先着締切

O 晴雨不論、時間働行集合、舎員章是非着用願う

0 見謬後緋護士舎館で中食代用パンそ呈す

@ 倉員倍加につき未だ新入舎御紹介なき向( t j : _ 本誌挿入の申込書活用倍加に御協力下さい

@ 曾費詰求 を受けられた向は本誌挿入の振替利用梯込み闘う。舎の濯畿と集金に御援助方懇.撃しま

す。

@ 好評の1950年曾員名簿受取 b なき方は品切れにならぬ内豆念申越下さい

昭和二十五年十L 月三十日

舎 勢 委 員 長 松

祉 図 法 人 日 本 建 築 協 曾

村 雄

以 上

τ 土r

仁I
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元来日本人通有のアキラメの観念と 、その反射的行動とも云う可き取りあえ歩間に

合せで浦足すると云う遁り方とが何れ丈け日本文化の進展上に悪い結果そのとしてい

るかは今夏ら喋今の簡をろうする要はない。

地震に壊れない家、風f立主主らへツチヤラ主主家、火事にも焼けない家・………・・こう云

うスローヵ・ンそ掲けて世間に呼びかけたととは、教え切れない程機含ある毎に喧侮し

て来た筈である。時じは協舎の決議ま でやって常局へ建策しすこと とも再三ではなかっ

た筈でもある。と云って其の後の省局1 i tl ，世間が吾 k れ業界人の忠告i i ' どれ丈けとり

入れて来れずこ事? 。

天災や地費や、火災に劃する封策は置にスロ ーヵ・ ンそ飛ばした丈けで、其の責めそ果

しすこと考えてはいけ念い筈である。より強〈、より合理的な施工の上に其の管を示さ

なければ効はない。斯様に考えたとき、返り見て業界人には其の責めの一端そ負う可

き義務がのとさ れているのではないか と筆者は考える。

ジエーン台風後の後始末にしてもどれ丈けの新工夫に依って復興に協力したと高言

し得る人が何人あると高言し得るだろうに

ひ近な一例之をと っ て 見 て も 飛 ん だ 瓦 の 後始末は果し て次の台風にあってどれ丈け

被害が軽減し得る工夫と、創意、が加えられたと答え得るだろう?

とれとそ極めて簡単な工夫と 、考案i i ' 加 えるととに依って相営好果が得られる瓦と

葺き方が案出せられる筈である。若しも営i i ' 得た創案に依って復奮せられたとしたら

次の台風柄は吾々れ業界人の力で相営防ぎ得なければならない筈であり、其の時とそ

業界人が大手ｾ振って次の激防策に劃するスローガン ＮｔＮｲ 掲けて世人の注目そうなづか

す結果をもたらすだろう。

何回の惨禍に謹つでも元々通りに復曹する、これ位馬鹿策すこ事はない。饗の河原

の石積みと云う諺がある。あたかも今の業界人のやっている仕事はとの諺に営て様る

ものでは無いだろうに何とか好い工夫と考案が次ぎ次ぎと現われて、吾閤文化の矯

めに祭そはく日の一日も早からん事 ie祈って止まない。



竹 中 工 務 庖

紳 戸 支 庖

位 置 紳 戸 市 生 田 区 江 戸 町 田

設 計株式合腔竹中工君主庖 ｾ［ｲ 郊

工 期 自 昭 和24竿 11月 歪 昭 和2! i年 6 月

D築面積 卒 方 米 坪 平 方 米 i平

1 階 360. 00 108. 9 2 階 : 160. 00 108. 9 

3 階 360. 00 108. 9 計 1 . 080. 00 326. 7 

附 廃 家 北 棟 ]5. 0 南棟 12.5 

格 遺 鍛 骨 銭 筋 混 凝 土 造

( 鍛骨を利用した総書E等厚床板初迭〕

タ ト 装 中 央 壁 色 モ ル タ ル 掻 落 し 、 両 納 テ ラ ゾ

ープロツグ貼( ト ラバ ーチン 〉、伝 徐 テラ

ゾ ープロ ツ グ 、 玄 関 人 口 庇 ドイツ産トラ

バ ー チン、花壇夜 、人造石〈湖山石〉小叩き

仕 上

内 装 床、玄 関、 階段 室、 各1官、 人誌を研出 し、事

2主室其イ也 オガ屑入色モノレタ p ワツグス仕上

一 部 ｄ ノ ｄ ユ ームｾ

壁 Ｗ ・守 ～ｾ Ｍ 宮古

天 井 漆 喰 塗

便 所 床皇室、 F イ 1レ姑 、 天 井 漆 喰 愈

窓 スチー J レサ ッシ ユ〈バヲ; / A )  

古ウンター 塩 地 線 合 せ ラ ヴ グ 仕 上

設 備工 事 靭日設備工業株式食軍士大阪支l苫

3  
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神戸市生図 l区 中 山 手 通 2 丁目 113 呑池

兵庫! 採建築部管絡線

株 式 合 最 土 大 商 工 務 底

電完互依偏 Ｑ 株式含居士ｾ 明 証土

給 7.1<術生霊堂側 株 式 合 府 ji式 市 街 舎

自昭和25年 1 月日日 a 昭和25竿 6 月15 日

世

一

摂事
重Z

E ヨ紅庫 懸

球

計

ヱ

丘ハ

位

設

施

( ιl' 民主ヨ シ〕

1 階 G31，UO司王: り米

2 階 -487，43卒プJ 米

)，018.43卒プ' ] : 米

木造 2 階建本;去っン? ! I ート j主主主煉

文 治

主主 l熊毛ノレ タル後刷毛引{ 土上 l)t 色 モ

ノレタ ル設 7等し仕 上、康保日本瓦王手

Ａ木 リ ゲ ノイ ド Ｚ 塗並アロー リ ｙ グｾ

艇皇室7 ・'i A  !J. ー君主、天井漆Pf.i.::!i会主立

テツグス弘之、内外部木鍛都ペンキ

塗テツグ ス7k悦ペンキ : 塗仕上

ヨ主

面

延 面 積

有事 法

内

積

外

期エ

5  

T函〉

t 階平面圃

①; t - .  - 手

品 展示場及び合館管理

、u 事務所

ホ ー ル

湯 梯 器

宿 泊 ; 室

階 段 室 余 都 合

中 庭

脱 衣 室 及 浴 場

電 話 交 換 室

炊 事 場

食 堂

鍛 i筋 = ング D ー ト 建

倉賄

2 階卒函薗

① 談 話 霊 祭 闘 密 室

② 宿 泊 釜

① 踏 込

③ 宿 泊 室

① 構 堂

① メ ル コ ニ ー

① 準 備 室

③ 大 B費 問

( 豆

②

①

①

@

@

@

@

⑬

⑬

 

⑬ 
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阪 J神

-λ  

兵rrl' l蘇武! 京都鳴尾村

阪紳T芭然鍛滋株式合祉施設部

株式合最士 大 林 組 株 式 合 軍 士 戸 田 組

三塁E量級株式含置土 その千t l ! 10最士

自昭和25年1月 歪 昭 和25年7 月

約 21，400跨

位 骨量

企霊: 設計・

施 工 :者

ヱ 期

敷地而積

子 供 プ ー ル

砂 場

遊 a役 場 芝 生

〈持活飢寝具銀信}

廻 鞠 ポ ー ト

ヲ= ー ァ・

子 供 汽 車

ボート泊 ｅ 鐘 ｾ雪 ｔＡＮｾ
運 動 場 - t' 耐

tバッグホッ ト霞信3 茶

門

A

B

C

 

D

E

F

G

E

 

庖
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関

町

駅

紛

室

屋

所
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山
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堂

室

田

町

ン

置

庖

国

間

融

問

世

間

庚

f

t

前

中

.

ヒ

食

前

前

〈

(

務

係

協

明

け

曾

図

出

土

出

席

席

ム

ロ

ム

ロ

ザ

茶

面

客

賓

客

客

事

集

品

抑

制

岬

舞

袖

オ

手

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

喫

集

厨

物

資

女 子 用 便 所

並化粧笠

男 子 用 便 所

階 段 室

客 席 ( 後 部 〉

来 賓 室

官電 所

電 気 安

倉 庫

食堂従業員休憩室

ｾ＠ l事 室

挟. 1 f t 技術員休憩室

テ レ 見

狭量喜ス グリ ーン

フ ッ ト ラ イ ト

スチール

シャツ F ー

ラ ツ 7.

摺

者器

棚

J > .  

口

し

2 叫 f. ｐ ｌｬｾ＠

345，9坪

餓骨誌を一部

木 浩

面積延坪

構 造

11 

卜iL到し

吉宮

テ
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7  
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ｾ＠

ソ
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3

4

5

6
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花
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油
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所 在 西 宮 市 大 滋 寺 11庁

段 昔 十 地 ヱ 株 式 合 鮭 新 井 組

工 期 自 昭 和24年 11 月20 日 至 昭 和25年 3 月31 日

建築面積 1 階 82. 09坪 附脇グリル 16. 06坪

2 階 74. 38坪

延面積 156.4i 総延面積 172. 53坪

構 造 木 造 二 階 窓

仕 上 震被 紘 燥 さ 豊 文

外援色モル' タル吹付ケ

正 商 取 等 位 、 人 遁 石 、 研 出 し 、 床 グ リ y 方

一声イル、夫弁毛 Jレ声ノレ

内装 各事事: N室、床フローリング、壁漆喰君主

目、 7k1生ペイント、腰合漆ぜ主総オ 4 ル

ペイント、天井テツグ見、 7k悦ベイ y

ト会ボーグー漆喰雪量り

和 室 4 U投、星章、糊土、 4車線天井、 3a

l柏、天井、格夫弁

2. f  

斗L

面

薗

一
日

E

E

-

呂

田

口

F

B

E

E

-

-

E
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ

呂

ロ

呂

田

富

己

目

西 宮 市 民 舘

2 階、講堂 床フロー B ング、腰軍事自

ベエ守ワ = λ 仕 上 、 援 漆E食重量り、天弁

テックス、 7k性ペイシト、全然形. ベ

ユア板の= ス仕上、天井ポータ一首長喰

愈

附. I i グ P ノレ 外装モル Ｇｾ�ＡＡ た付け、Ｊ

フローリング、腰ペ= ア板オイルペイ

ント

防

局

ゲ

リ

w

0 5  10 ｉｾ＠

n  .1f 

A  附mグリル 7 第二合議室 14 使 所 21 符
ffn 

1 ポ 一 手 S 玄 開
15 浴 室

22 刻 現 場

2 玄 開 9 玄 関 の 問 16 小 倹 室

23 和
室

鈴 鹿 接 室

:; J(f( 開 10 大 成 問 17 炊 事 場
25 バルコ= 一

4 受 付 11 次 の 間 18 ^ テ ー ヂ
イ 床

ロ 押 入

5 事 務 室 12 答 。 問 19 和 室 ノ、 ;< す・

6  第一合書寝室 13 後
個『 20 軍事 堂 ー 寄 院

8  



支 底一
戸香 港 上 海 銀 行 紳

紳戸市生田区海岸混二番地

株式合軍土横 工 業

ギ ヤ ヲ ) } -

4詮J i 1 ( 蜜上部

物 入

3 見 方 イ ラ イ ト

地 下 室

1  J I ( 玄 関

2 ポ ン プ 室

3 大 倉 庫

4 寄 席

7  J l ! 衣 室

8 物 置

9 金 庫 室 下 部

溜

室

室

筆

宣

室

筆

宣

堂

室

配 人

務

業

主奥

E震

直

沸

衣

骨

骨

支

官

帯

血

商

交

金

宿

姐

腐

食

夏

卒 商 圏

1 階

3  

4  

5  

7  

8  

9  

10 

11 

12 

15 

2 階

1  

2  

• • • 

3  

• 

所 在 地

役割・施工

• 

.  
.  

• 

即時

工 期 自 昭 和24年 9 月 歪 昭 和2S年 4 月

構 法 木 治 ( 一 部 煉 克 、 鍛 筋 = ン タ リ ー ト 浩) 2 階 建 1 棟、見様波紋赤克王手

建 築 面 積 地 下 室 194，14坪 1 階 194，14坪 2 階 55，86坪 昔十 444，14坪

外装 I E商事量 人主宣石洗い出し 目地切 J E商大階段に・花尚岩

内袋 容溜 P 床コンペス塗支記入室床f寄木張り後策室、廊下、包括交換室床、

アロー Ｉｽｹ グｾり、膿 廻 ｐ 腹軍軍目ペ ｹ キ塗

盤、天井、桂共7 ・ラ^ ＼ｬｬＭ ｾ 段 、営業室 天井は尚l子・張1 階 俊 所 床 モ ザ イ

ツ グE臣、腰、白色 タイル 51 り

面〉( I E  

9  

附平野工事

電気工事

市申報建設工業所

水 道 衛 生 エ 事

朝日工業株式曾居士



謹 券 株 式 奮 粧 紳 戸 支 底

紳戸市主主回直祭町遜 2 了目 47

清水建設株式含軍士大阪支底設計部

自昭和24年 7 月8 日 至 昭 和24年 11月5 日

本 館( 2 階 建 〕 建 坪 62. 7坪 延 坪 113.031坪

車庫〈卒家建) /1 3. 61 /1 

基曜を 栗石地形無筋コングリート治

車 直 及 小 巌 組 木 造 2 階梁一都銀骨梁

金 庫室 鍛 筋 コ ングリー ト主査

外部入港石( 石成〉洗出し目地切仕上げ一部色モ

ルタノレ掻落し. 正面窓及び入口廻 Dはテラ y ープ

ロック張

内 部 支 底 長 室 床 リノ 1] ユーム殿堂

疑 漆 喰 官 官

天 井 ポーター付漆喰粗商仕上げ

廊 接 室 床 リノリユ ーム殿、袋オ= ツグ

ス白砂入、モルタノレ掻落し

天 井 漆 喰 粗 商 仕 上

合 議 室 床 檎 フ ロ ア リ ン グ 、 壁 漆 喰

ヲミ弁 ポ ーター 漆喰、中央方ープ

テックス貼り、ペンキ塗仕上

食 堂 及 び 客 席 床 治 7 ロアリング、天井墜漆喰塗

日 本 間 墜 楽 祭 仕 上 俸 床 板 皮 付 権 最 長 甲 板

階 段 及 廊 下 床 D ノリユーム殿堂、腰漆喰塗 A

ンキ仕上、天井及壁漆喰塗

1 階 管 業 室 床 槍 7 ロアリング、墜漆喰塗、天

弁テツク ￃＷｾ 性ペ ｹ キ腰ペンキ塗

? 留床人主査石研缶、良中目地入日要l f < . び

カウンターテラアープロツグ

所 床 腰 白 色 モ ザ イ ツ タ F イノレ、天井

滋 漆E食事告

場 膝 及 床 モ ザ イ ツ ク F イル

尾州槍板張

三 和 工 務 底

須 賀 商 曾

山

位 怪

設計者名

工 期

建 築 面 積

構透概要

仕上概要

壁天井

ｾ＠

守 r

電 気 工 事

給 排 水 衛 生

{D! 

浴

附明書工事

商〉I  ( i E 

チ

拘

個

室

室

1 階 卒 面 置

1  

堂

園

町

暗

黒

室

室

ヂレ

2 階卒面圃

1 合 議 室

特 別 J醸 接 室

支 怠 長 室

聡 接 室

書 感

11 

12 下

業

E担

衣

使

床

オマ

2 客

4 替

5 賓

食

厨

股

浴

ノj、

8  

2. lF 

f留〉(ヰ年

づb.

廊

B  

7  

9  

10 

13 

2  

3  

4  

7  

圃

10 

ー- ー

4  

• 



有 馬 温 泉 観 光 ホ テ ル

「 池 之 坊 」 附 属 観 光 舎 舘

所 在 地 神 戸 市 兵 / i l { 1il 王有 馬 町

政計 施 ヱ 株 式 合 軍 士 大 林 組

自 昭 和 2 5 年 4 月2 0 日

工 期

至 昭 和 2 5 年 7 月1 9 日

構法概要 木造卒家建屋根組事理瓦型車 1 棟 建 51.5坪

仕上概要 外 壁 色 セ メ ン ト モ ル 9 ル主正予百し. 内部竪板援

ベ y キ仕上

天井テツ グ見張、床檎 フ ローリ y グ鮎

附得工事照明Ｈネオンｾ ; 1. 0- メ 戸 、 ダ イヤ ラ イ ト 等 )

家具、鉾合引幕カーテ y 等一切. 石 iJ! : f 責及溢

庭工事

ー

メ

〈 玄 船ｾ Ｉ

( ホール〕

半 面 図

1 玄 関

2 ホ ー ル

n  __ ‘. 、

υ エ T - " /  

4 益 三長:

5 〆



〔

西

南

商

)

交 通 局 醸 舎

フ ロ ー リ ン グ 張 P

市 松 塗

獲 プ ヲ エ タ ー 塗

天 井 テ ツグ ス貼 Ｗｾ 性・ペンキ禽

明石E苦 塩 焼 瓦 一 部 陸 屋 根

地 階 346，1坪 1 階 626. 231!i坪

2 階 G14，2815坪 計 1 ，586，613 jiJI 

衛 生 恭 兵 東洋陶器株式合従

電紙工事 みよし常勇軍手業株式曾量士

給 1)( 及衛生エ事 関林工業株式合軍士

瓦新工事 大阪支斯株戎曾E士紳戸支唐

古ーテ シ工 事 今 商 高 官

研出玄関部人主主石

尾根

坪数

F付 椿 工 i事

紳

所 在 地 紳 戸 市 生 田Jilli: 橘 通 3 γ 目 1 呑 地

役計者 神戸市交童書局工務課，替繕係

施工者 大成建銀株式合軍士大阪支 j苫

竣工年月日 昭和25年 5 月 8 日

相革 法 木話量 2 階建一部地階ヨ ン ? ] I - ト 進

外 装 一 般 都 モルタノレ塗 ｩｾ ｩｬ 青色 モル ＡｊＮ ｊ レ 吹

付 仕 上

位 霊 ｾＱ え摂庇廻Ａｬ :tJ ナ] 11 ' 人 造 石 洗 出 塗

1E1l 耳玄関 テ ラゾ{ ヴロ ッ ク鮎

耳f寄 モザイツ グ F イル貼

地階床防水ヨ ン ? ] 1ート シツ 古ー防水

モルタ ノレ 官官. 一般* プナ2えナラ

市一
戸

2 階 卒 面 圃

1 局 長 室

2 会 磁 接 室

3 金 受 付

4 部 長 室

5 小 金 議 室

。 事 務 室

7 控 室

S 犬 舎 議 室

9 食 堂

10 調 理 室

11 手 首 居 場

13 倉 鳳

( 電昔舌交換緩室〉

自 動 交 換 竣 室

電 話 交 換 室

休 憩 室

(

玄

関

ホ

I

L

N

)

4

5

6

 

1

1

1

 

21 : ; < . ロ ー プ

22 裏 門

( 電話交投機室ヲ

結 所

作 業 室

親 時 計 室

畜 司1・ 1也 室

ｃｾ ーダー機室 〕
書官 所

= ー ダ ー 機 室

告書 i従 場

倉 原

3

4

5

6

 

Q

4

の

4

0

6

n

A

棚

T ントルピーヌ

ス テ ー 手r

， 、 ヲ チ

流 し

ダ Z トシユ田ト

カ ウ ン タ ー

防火シャツ ! J . -

A

B

C

D

E

F

G

H

 

棚

床

押 入

古ウ: : / !J. -

流 し

ダ且トジュート

防火シャツ ! J . -

植 込

穆 化 槽

m

m

m

ω

A

B

C

D

R

F

に

H

I

チ

室

炉

室

霊

室

一行

底

策

室

室

第

一
場

所

廠

室

揚

揚

庭

-

衛

-

長

議

務

晶

官

商

務

官

然

養

洗

ン プ

芥

洗

1 階 卒 菌 国

1  ォマ

3 守

4  m 

5  苦官

6  ;1、

7  ｾ 写

8 飯

9 貰

10 宿

11 密

12 診

13 休

14 手

15 使

16 倉

17 ポ

18 慶

19 足

20 中

地 階 卒 面 酒

1 食 堂

2 配 勝 進

3 腕 理 室

4 食 品 原

5  王 里ｾ 室 待合 室

8 玉里 髪 室

7 電 気 室

8 娘 策 室

9  (<令 毅 庫 室

] 0 前 室

11 倉 庫

12 書 感

13 用 品 倉 庫

14 用 品 倉 陣 宮古所

15 客 殿 前 室

16 金 庫 室

17 湿 路

18 賄 夫 室

内袋

1 ; ウン !J. -

ノ、 ツ チ

臨 場

流 し 場

エ D ヤ

防水シヤザター

A

B

C

D

E

F

 

12 



神 戸 市 交 遇 局 庖 舎 卒 面 圃

ｪｾ 隠 Ｎ

せE

1世陀

⑨ε  

」二よ= L J

l

i

l

-

-

a
l

a

l
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司

(

小

野

田

セ

メ

ン

ト

サ

イ

ロ

会

衆

)

鎗 筋 = ング F ート 括主・英イ也

内部モ旦ノイドモルタノレ

君主

在鉛引 ｦ 良重品ｾ，獣板張ＮＮＭＮＮＡＺ，［Ｍキ

富言、間仕切モリノイドモ

ル タ ル 塗

天 井 化 粧 野 地 板

鍛 骨 部 ジ ル バ ー コ ー ト 塗

下 層 部 =<' : / 17 リ ー ト 商 モ T Ii'
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本サービスステーシヨシ 1-; '常に新鮮な セメント を需要家 K 提供するために建設せられたも ので

あって 、セメント 工場に於て製造せられた セメント を「タンカ ー舵」に よって本サービスステ

ーシヨシへ海上徐還し、一旦本サービシステーシヨン 内の セメシトサイロへl &容 し、 必要の都

i f f . 袋詰めをして需要家に提供するのである。調書希望により パラの健提供する役備もある 。

動

本建物建般の意義
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兵 庫 懸 下 に 於 け る 新 建 築 の 動 向

浅 尾 熊 雄

野 地 修 左

早 良 俊 夫

古 塚 正 治

清 水 築 ニ

鞍後 五ク 年ｾ経た 今 日 、 兵庫幌 下 に於ける新建築の中 、 主に紳 戸 市内 につ い て、 部 分的

ではあるが、そ の動向の一端そ知る意味から 、各所から提出された資料そ夫 々討議した。

以下はその建築物 と概 評で ある。討議は篤買ー と見聞ぜる号室料に基いて行ったので偏見 もあ

ろ うか と思われるが、 大方の参考に もともなれば診迭である 。

1.  I メりカン・インターナショナ J J . ，. ・アンダー

ライターズ・コーポレーシヨン

場所神戸市生田直海岸通三丁目

設 計 前 川 園 男 建 築 事 滋 所

施 工 株 式 合 枇竹 中工務庖紳戸支底

篤真より質物の方が面 白い。ア メ リカでは最近

ド 勾ヅ風ｾ取 入 れた建築が盛 んにな って来て い る

綴で あ る が 、そ の ドイ ツ風ｾ取入れたア メリカ ン

スグ -1 J レでまう ると 思われる。外部塗薮の ペンキ は

アメ リカのも ので、非常に上等で ある 。紳戸の最

近の建物と してはあ かぬけの したもので、 看板庚

告は簡明で 目的が よ 〈表現されている。

2. 神戸地方裁判所

神戸市生田区格' 遁=丁目

設計 最 高 裁 判 所 管繕課

2. 

施 工 株 式 含 世 大 林 組

とれは戦災て焼けずこのそ復差したもので、 外観

は普通りに復穫した 。内部は寝耳で も判る通り 、

非常に明るく官麗 と思、えぬ程 感 じが良 くなうた。

外盟主主前の通りに復書して 、 内部ｾ新し い形式に

費えたととは、 とれか h の官臨の建物 として、う

れしい傾向で るる 。

3. 神戸福音傍導館

設計 堀 内 建 築 事 務 所

施 工 株 式 含 祉大崎工務庖

傍導館 としては簡易経済的な建物で目的がよく

表現さ れていてよい。( 牧師の意向でと のよ うな

スタ- 1 J レじ なった もの と思われる。 J

停導館、数曾等は紳戸市内に数多 く建築されて

いて多種多様であるが、その一つの建方でまうる。

3. 

17 
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4. 肺戸中央郵便局

場 所 神戸市生田直相生町

設 計 郵 政 省

施 工 清 水 建 設 紳 戸 管 業 所

神戸市の特色として 、南向の建

物は感じがよく陰影の度から見て

も非常によい。従ってとの建物の

様に北向きのものは湾民じ撮った

効果から云うと随分損をする需だ

が、種別合にスツキリ見 ι れるのは

確に設計のうまさがるる。只外部

板張りでは、防火上面白〈主主い。

之は徐談だが近々、外袋をそ 1レタ

J レ塗カキ落しに改装計番中の由

5. 六甲神父館

設 計 上 智 大 接 グ ロ ツ パ ー 先 生

施 工 清 水 建 設 紳 戸 管 業 所

全体の調和が賓によく出来て、

ゆとりのある美しい建物である。

開口部の南仕舞には非常に注意を

掛つであるのがうれしい. 六甲の

山放を背景にして職後紳戸に於け

る建築中のー異色と去って好い.

6. 明石市役所

明石市大明石町二丁目

設 計 明 石 市 建 築 課

施 工 株 式 含 枇 熊 図 工 務 庖

外壁クリーム色 1) シン仕上け、

屋根、塩焼E 葺の明るい色調で良

く出来ている. 正面道路が狭いが

近く向側の土地; a . 前庭とする由.

欲ぞいえば玄関のプロックの幅が

今少し庚いとー居建物の中心が引

立っと思う 。

7. 極東倉庫株式省社倉庫

神戸市葺合区北本町三丁 目

設 計 施 工 浅 間 建 設 株 式 含 吐

必要部分に窓ぞ設けた簡潔なス

タイルで、その倉庫としての使命

に重点そ置いた新レい形式、一部

に水墨も利用し? と棉花のフ・ V ス機

械そ設備して るる 。機能的に考え

た設計でるる .



8. 山口邸

紳戸市生田区諏訪山

設 計 施 工 清 水 建 設 株 式 含 枇

神戸営業所

外観は地理的環境もあったので

寝耳に見るようなスタイルにして

内部は施主の意向で数寄屋風にな

っているがもスパ= ツシユな面白

い建方である。

9. 小磯頁卒邸( 画家〉

紳戸市東灘区御影町

施 工 株 式 合 駐 大 林 組

外装が特色な色で書芸家の家の特

徴カ号、よく表現されて面白い。篤

真右側の窓のととろがアトリエで

吹抜に友ってその暁の小屋哀そ利

用してまうるが、白漆喰の壁と天井

が淡グリーン色ペンキと貨によく

調和がとれていて美しい。

10. 回村孝之助邸( 画家〉

神戸市六甲

施 工 株 式 含 祉 大 林 組

軍事虞では正面だけでよく判 らな

いが、スパニツシユ風の商白い外

観で最近の建築としてはよ〈出来

ている。アトリエは天井が高く窓

が大きいので採光は非常によい。

アトリエとしての機能がよく護揮

されていと。
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「神戸図際港者1) 建 設 法 」 制 定 に あ た り て

長演 時 雄

神戸闘際港都建鮫法は先般の第八悶舎で通過した法律 意をｾＧｬＱ込んであえて紳戸殴際港都建伎という表現が取

である。第八園舎は新しい地方税法を制定ナ るための隊 られたのである口

時園舎であって、期日 も本 年 7 月12臼よ! l 31 日迄の間 に ζ の ような事柄について法律を制定する必要がどとに

との法律が衆綴院議員 103 名の共同提案宅提出され、両 ある@ であろうかロ それはわが闘が新愈法をもって、世

院を溢過したのである口 界における恒久平和の理想を突現しようとして 、戦 争 @

との法律はー曾にしていえば、神戸港 を擁している紳 放覇軍を中外に' 在官し卒和を 2きする諸図民の公正と信裁に

戸市をその開港以来の沿革と実績を傘1 l i : し、その浴湾都 依領してわが閣の安全と図民C 生存を保持しようと 決 意

市としての自然、経済、世曾的録件の卓越しているとと したととと sR悠 す る ものがあるのである 口 ζ れまで世界

を高( IWt J f して、 ζ れをわが図の代茨的 Tょ図際港都とし に類例がないといわれる完全な武裳放棄を敢行したわが

て名実共に備わるものに建設しようとする法律である。 留としては、そ の卒事l主義を徹底して 、而も図の安全を

ζ の法律はその紳戸市の開港以来80余年t n : わたる貿易 守 P 図際世舎において名零ある地位を獲得ナるためには

港としてのかがやかしい業僚とさ互依とその潟水性を考慮 一 つには幽際文化の交流を盛んにして文化図家としての

しとれを閣際港都としての機能を充実させ、後郷できる 基曜置を固めるとともに、験後線療の速やかな復興を園 P

ょう各般の捻置を型車ずる とと が閥際的に極めて重要 な 意 陶家としての全般的な経済的充実を期する必要がある@

畿を持つものである ととをE盟関する趣旨をもって園舎で であるo r紳戸閣際港都建設法」はとの見地においてす.

機Eたされたのである口 集された具体的施策のー とも言うととができる c である

「園際港都E重量生法」は特に神戸市のために制定され、 紳戸市をわが閣の代表的な理怒的な図際港都として建

市t 戸市についてのみ適用があるものであるから、日本図 鮫するととによって、貿易 、海運及び外容誘致の一層の

憲 法 第9! i 僚にうたわれている「ーの地方公共闘体のみに 銀興が期待される@ である口

適用される特別法」にあたるのであってその制度にあた との法律は催に七笛僚の短いものであるが、そc 一 線

つては 、園舎の緩決の外にその地の住民の投票に付し 、 →ｾが緩めて切実な意義を持つものであるから 、 以下と

その遁傘型止の同意を得るととが必要とされている。 の法律の内符を逐僚的にl ! l 1 : 明すると、

よって 9 月初日に神戸市において住民投票を行い、投 第 一 篠 この法徳! 立、肺戸市をその沿 革 及ぴ 立 地篠f牛

耳真綿重立に望号し 8 書:IJ 4 分 5 厘の貸成投慕を得たので成裁の にかんがみて、わが園の代表的な園際港J s としての

手績を経て本年10月21 日頃には制定公布されるであろう 織 能 を 充 分 に J iH置し得 るよう 建 設 す るζ とによって

との法律はそ小題名が示している湿り刊戸市を湖際港 貿易、海運及び外客誘致の一層の掻輿を期し、もつ

都として建絞ナるととを目的とするものであるD しかし てわが園の薗際交化の向上に貸するとともに縫演復

ながら先にも遮ベたように神戸市は従来とても一般には 輿 に 寄興する こと を信的とする D

幽際港都として惚められて来たのであるから、 ζ れをと 第一僚はいわばとの法律C 金体の趣旨を切らかにする

の法律によってととあたらしく図努港都として建怨する ととろにねらいがある C で、 その表現役筒寧ではあるが

というととは総意事長に近いとの批列がなされるかも知れ できる限切との法律の精神を示すためｴｮＺｾ党問的なも ｃ と

ぬが、と の法律でい ってい る閥際港事j; という用跨は従来 なっているo その目的とすると ζ ろは . 貿易、海運及び

世間で紳戸のような大きい開港地に聖母して用いなれてい 外為務致の 一 層。振興を期 L 、 ζ れによってわが図の凶

たものを法律周忌として取り上げたのであ D 、その法律 際文化の向上に委するとともに経済復興に寄奥するとと

的な意義としては図際港都としての筏能を充分に後揮で にある@ であるが、その具体的施策として神戸市をわが

きるように充実した規模と機袴を備えた実体を指してい 閣の代5量的な図際港都としての機能を充分に愛揮すると

るのであるo それ散戦災によって甚大な緩容を受けた紳 とがで量るよ うに建政するのであるロ 神戸市をか ような

戸市を 、そ のような図際港都C 名にふさわしい実質を完 特別法の針鼠として取 P 上げた理由としてはその沿革と

僻したものとして作 F 上げようとする積極的な意慾と熱 立地僚件とをかかげているのである ｯ ととに ｾＱｐＭという
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のは王朝時代における務古の* - 門、大輪図? 自又は兵庫の

告書と得されて炉た食時からの瀬戸内海の重要港であった

歴史ももとよりではあるが、主として神戸市が慶謄 3 年

に開港地として選ばれて以来、逐年後展 して外国貿易上

世界有数の港海都市として顕著な業績を穆げたことを指

している のであ P 、叉古: 地僚件というのは、料戸市が地

農舎の上から日本経済の中心部である近畿中間地方の門戸

をなしているという地理的録件ゃ、港湾として必要な地

形の湾入、 Ｗｾ 深 、 潮流 、海底 の地質、風滋関係について

の絶好な自然的篠件その他産業立地につい亡遡切な枇舎

的経済的諮後件を包会しているのであ P 、とれらが紳戸

市を選んでわが図の代表的図燦港都として名実共に依わ

っ交ものに作 P 上げて行くのに倍するものとしている ζ

とを法律が明言している C である。紳戸市の間際港者sと

してC 整備充貨は直ちにわが園の図際信用。基縫とな P

園内産業銀奥の基盤となるから、貿易と海運の波浪 v q聖

効を. . げるものである ζ とは言ーうをまたないととろであ

P 、更に- ) i 奇観浴日本への外客の来訪を促ナ ζ とにもな

り、か〈て図際文化。交流を活溌にし、関際親善と2 J ' - 和

をもたら し、あわせてわが図の図際牧支の均衡を悶 P 経

済復興に役立つととが期待されるのである D そ乙に紳戸

市の将来の波浪と繁祭とが約束されるのであるロ要する

に ζ の法律は紳戸市の婚旅の 在 P 方を規定し、乙れを理

想的な図際泣き都として建被しようとするものであるから

図や地方公共闘体その他の関係: 告は本法の運用にづいて

ζ の第一僚の趣旨とすると ζ ろを充分に考慮せねばなら

ないのであるD

第 二f海 神 戸 市 を わ が 薗 の 代 表 的 な 図 際 港 都 と し て 建

段するための都市計受( 以下「神戸濁際港都建餓計

釜」という。〉は都市計準法( 大正 B 年法律第36君主〕

第一線 iニ定める都市計重の外、圏際港都にふさわし

い諸施設ι 計置を含むものとする。

2 神戸国型E港都建設計置は前篠の目的にてらして、

特に外国人の日常生活様式及び事業経営方式を考慮

に入れた園喋的に高度の水準のもので式よければなら

ない。

3  神戸市を園際港都として建般する都市計百E恵 業 (

以下「神戸園E祭港都建殴事業」という) ( 玄、市申戸園

際港都建殴計百Eを実施するものとする口

告書ニ僚以下は第一僚の目的を受けて紳戸市を理想的な

図際港者s として建設するについて必要な法的指置を講じ

ているのであって、本僚の第一環と第二項は闘際港者s建

鮫計画を、第三演は同じく建設事業について定義をして

いるのである o 本鋒第一環によれば、紳戸矧際港者jl を建

放するための都市計禽を「紳戸圏際港都建設計llJ と名

付けており、その内容は二つのものを合むとしておる。

そC ーは都市計霊法第一僚に定め る都市計登であり 、も

一つは図煉港者sにふさわしい踏施設の昔1笠である。即ち

榊戸園際磨郡建政情鐙は、 3ヰヌド震はーの都市計鐙である

から者jl 市青| 塗法に定める都市計賓の金部を包合している

ととは勿紛であるが、とれらの昔十重量についても周際港都

としての特殊性を充分考慮していなければならず、更に

ζ れら以外に国際港書官にふさわしい獅特な諸施設の計霊

が合まれていなければならないのである 。かようにして

そとに紳戸図際港都としての特色が獲嫁されるとととな

るのである D そしてとれら C 計鐙がどのような構想から

成り立ち、どのような規模のものであるべきかという点

にヲいては、第二主買においてそれが図際的に高度の Ｗｾ 準

のものである ζ とと、特にタト図人の日常生活様式及び事

業主霊' 腎方式を考慮に入れたものであ ることを要求してい

るのであるo とのこ点、は図際港都であると ζ ろから蛍然

に罫節されるととろを明示したものであって人情風俗を

異 にする外聞人に童話して、それぞれのお図録 P を褒揮さ

せ、その日常生活を居心地よ〈させるととは勿鈴、事業

についてもその本国の紹管方式を取り入れて自由潤建に

活動するととのできるよう阻慮して昔1蜜されなければな

らないし、それらの計貨が図際的に高度の水準のもので

ある ζ とを必要i : するのであるD 図際港都建鮫計筆につ

いてはことに述ベた以上には具体的に何らの規定もおか

れていない。図際港都としての雄大な熔怒と精鋭な規模

とは、ひとえ K ζ れをとの法律が施行されてから後の神

戸市の市長を主動力として紳戸市民並びに図及び地方公

共図体の関係諸機関の協力と援幼とによって漸次 K 明 確

になされるものであるロ

第 三 線 神 戸 圏 際 港 新l建般事業は、神戸市の市長治噂i

行する o

2 神戸市の市長l玄、地方自治の精紳に則り、そ¢住

民の協力及び関係官者機関の按助により、紳戸市をわ

が図の代表的えよ園際港都として完成する己とについ

て不断の活動をしなければえよらない口

神戸図際港都建設計雪量及び建Z空事業は、その本質は都

市計量E事業であるから本法第七僚の規定 ζ より原則とし

て都市計霊法1ft.. びその特例を定めた特別都市音j-霊 法 が 遜

用される ζ ととなっている。従ってそ C 建設計笠は建設

大臣が決定し、その事業の執行は因。機関としての立場

において行政際があたるとととなって いる D 然しながら

日本図書証法が特に地方自治の本旨を強調しているととを

かんがみる ときは、地方公共闘体 の建設割鐙について、

とのように闘家的規墜を加えるという都市計筆法@ 基本

的な考え方は大いに検討し吟味する必要がある。今にわ
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かに都市計筆法の基本的な構成を改める ζ とには困難が

あ P 時日を要するので、そ c 解決は都市計蜜に隠する法

制全般の問題として今後 vl i 耳先にまつこととし、蛍面と

の紳戸国際港都建設事業においては、その執行を紳戸市

。市長のみに限定したのであるロとの点、は神戸闘際港都

のE主役はー神 戸市の書量点から鈴ずべ きでない闘家的事業

であるが、 一方地方自治の原則は一歩 も譲るべきで ない

との考え方に立ってその聞の銅盤を図ったものである 。

ζ の場合の紳戸市の市長段、建設事業の執行。直接c 責

任者として神戸市C 住民の金而的な協力と幽及び関係諸

機関の援助によ P 、f神戸図際港都の完成について集中的

に努力し不断@ 活動をしなければはらない ζ とが法律上

の義務とじて線せられているのであるD

第 四 篠 国及び地方公共国体関係諸機関lま、神戸国際

港部建般事業が第一 ｦ 傑ｾ巨的にてらして重要な意義

をもつことを考え、その事事実の促進と完成とにでき

る限りの鍍助を興えお けれほならない。

本総ば紳戸凶際港 都 建設事業が貿易 、海 運2えぴ外客誘

致を ーJ告振興し、わが閣の 魁際文化の向上と経済復興を

期する上に重要な 役割 を果すものであるか b 、組はもと

よ担金濁の者11遭府勝及び市町村のすべてにわた P 、か P

にもとの建設事業に関係を有する官臆公案一等の諸機関は

この事業の促廷と完成とにできる限り c 援 助 を奥える義

務 のある ζ とを掲げて、英首二意 を 促 しているのである。

とのうち 古田の関係諸機関としては、建設事業が一般 C 都

市計主監事業にあたるものを包合した極めて際汎なもので

あ るからその範簡としては、行政樹闘については関係の

度合の深浅の差とそあれほとんど中央各省の金部に及ぶ

ものであり、それらの地方問先様闘と共に最大限@ 俊助

が要請されているのであるo その方法中内容については

具体的に示していないが特に本僚が置かれている趣旨か

らして飯岡、助言、献策又は技術c 提供毒事の精紳的なも

のか b 物受の開達、斡波、雪量金C 貸付、助成金c 交付そ

のイ也の重量算上の拾援等の物質的な各般の援助がなされな

ければならない ζ ととなってい る。本法では次の第五僚

と共に ζ の建設事業に聖母する法律的な係議助成の措従を

かかげているのであって、第一僚と本僚とは相照腹して

ζ の法律の骨子をなしているのであるから、 ζ れを軽視

するととはとの法律の意義の大やを否定する結果となる

のであるから、関係者の ζ の点、についての深い認識が要

望せられるのであるD

第 五 篠 図 l立神戸図際港昔日建般事業 7) 用に供するため

必要があるとE認める場合においては、 園 有 財 産 法 (

昭 和23年法律第73競) 第四僚の規定にかかわらず、

その葱業の数行に要する費用を食鎗する公共薗体に

射し蕃遁財産護興することができる D

本僚は図が紳戸出国際港都建設事業の促主主と完成を援助

ナる具体的な方法を定めたものであ P 、前僚に示された

閣の援助義務の履行方渋の一つを規定したものというと

とができる。閥的ちとの場合には大務大臣は、神戸泊目際

港都建設事業の用 tて供するため必要があると認める とき

は、間有財産法第28僚 の制限を受ける ζ となく 、そ の事

業の執行に要ずる空費用を負鎗する公共闘体. I l Pち神戸市に

劉して閣有財産中の普通財産を譲興すると 主ができ る ζ

ととしている。閣有財産はいうまでもな〈捌の財産であ

るから、とれをi I l ! ! 輿邸ち無償で・譲渡ナるという ζ とは特
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sUの 場合におけ る例外的な拾ー置でなけれ ばなら ない ζ と

は2言然であり 、財政法第九僚が図の財産は法律に基く場

合 を 除 <' J トは適正な封僚がなくては譲渡してならないと

定めているのは、 ζ の趣旨を明らかにしたも o である。

本 僚はとの掛有財産内藤奥の場合に定め? と鍛絡な諸昔前j

限を 受 けるととな〈 、普通財産を譲奥できるものである

ζ とを法の明文をもって示しているのである口

第 六 篠 神 戸 市 の 市 長lま、神戸国際港都建殴事業c 0 準

行員犬況を少くとも B箇月ごとに建殴大 臣に報告しな

けtLぼたら なレD

2  内閣徳理大臣 lま毎年一回国舎に対し、神戸国際港

都 建 殴g d壁の扶況を報告しお白けれぼ ならなレロ

本僚は科i 戸矧際港都建設事業の扶況を所管大臣及び園

舎に対して報告する義務を規定してお P 、その幾重害者の

ー は神戸市C 市長であり他は内閣鴻玉里大臣でわる。 紳戸

市の市長はとの建設事業の執行者であり、第三線第三主買

に示されている湿り霞際港者sの完成に不断c 活動をなす

べきであ P 、その努力の結果ともいうべき事業の進行欣

況 を 年 2 回 6 箇月どとに建設大患に報告するととが要求

されてお P 、 内閣神王豆大臣は所管の建設大臣の訊査等に

基いて毎年一回図舎に劃して ζ C事業の般況を報告しな

ければならない ‘とされているのである。内閣鰭玉里大臣の

報告は事業の妖況金般につい てなされなければならない

のであ って、事業の皇室行欽況はもとよ F 、との法律古旬、

かように行われているかを図民の代表的をもって組織吉

れてい る園舎に報告するととによって、との建設事業の

推移を園舎の園政審議の重苦象に供する趣旨が，f f i l : られてい

るのである口

第 七 篠 神戸周際港都建殴計百翫及び紳戸国際、港都建殴

事業について、この法律に特別の定めがある場合を

除〈外、特別都市計指法( 昭和21年 第19競〉及び都

市 計 鎗 法 (l ; 遁周があるものすとる D

紳戸図際港都建設計茜及び同建設事業がその本質は者f >

市計百笛であ P 、都市計畜事業であると ζ ろから、本法に

特別な規定をおいた場合IWち第三僚から前僚までの特別

にZ主賞する場合の外は都市計苦罰法及び特男IJ 都市計官話法が

そ C まま適用されるものである ζ とを注意的に掲げてい

るのである。

附 貝IJ

1  この法律lま公布の白から施行するロ

2  ζ の法律施行の際環に執行中の神戸特別都市計画臨

事業は、これを神戸国際港都建殴恵業とみなす。

3  この主主律!ま、日本国憲法第九十五篠の規定lニより

神戸市の侵尽の投票に付するものとする白

附則第一演はこの法律の施行日を規定しておる口本法

公布の日f ; J : 住民投票において過牟鍛の賛成を得て法律が

確定的に成立した後、所定の公布手績が取られた日、即

ち10月21 日となるのであ る口

附 則 第ニZ買1- 1現に神 戸市において行われている特別都

市街禽法に基〈神戸特別都市計喬事業を、それが従来か

ら紳戸市の特殊性を曾重していた賞者置を認めて、経過的

措置としてとれを紳戸殴擦港都建設事業とみなし、引き

銑きその主主行を回り、又本法c 規定を適用する ζ とを示

し?と C である。

附則第三演は本法が日本図憲法第九十五僚という特別

法 にあたるものである ζ とを貧言し 、 憲法九十五僚にい

う住民の投票は神戸。住民の投薬に付ずべきであるとと

を法 文上 切かにしているのである。( 筆者 ・紳戸市助役〕



紳戸市民スポーツセンターの

計 画 に つ い て

費

A

q

ス

品

開

占

ソ

ス

叫

融

念

非主置を

ゼ主・ ｬ￨ｾＩ

神戸市民スポーツセンターとして港都な特徴づ

ける室内競技場が生れ様としている。その原案作

製にまうたっている私として許される限り忠実主主中

間報告をしたいと思う。

建物は紳戸博において第一生を館として使用せ

られた既設の鎖骨造建坪 101i . 5坪の ものである。

元々飛行機の格納庫7さつたものぞ移時改築したも

ので競技場として充分な規佼ーではない。既に上け

られてはあるが中央梁下で 9 米の夫弁高は との程

度の規撲に謝して充分とはいえない。スパンも柱

内法で 39. 32mで相常以上に苦しい。先づ競技フ

ロアーの決定の篤に榊戸市休育協舎としては各種

目の意見そ綜合して一躍 30mx52. 5mと云う寸法

右中央にとることで出護するととにな ! ?Aタ 4 プ

の卒函そ提出した。其の後 B タイプそ考えてみて

はと云う 霊祭も起り 根本的に再出張すミ5 必要J d: ' 感

じて一一此の場合考えられる三つのタイフ. J d : ' 提供

して比較検討するととにたった。

ととで親交i i ' スポーヅ界の動向に縛じて見ょう

日本パスクヅトぶール協会理事の資格で来紳され

た中山克己氏の談では帝都における動向は一般の

関心がプロ野球偏重の獄態から時じて各種目それ

ぞれかなりの観衆そ集め得る傾向が出て いる との

事で、との事はアマチユアースぷーツ界にとって

は健棄な嬉しい現象 で ある。更にリクリ エーシヨ

ンスポーヅの普及も考える時、フロア比率の問題

は「踊る阿呆」と「見る阿呆」のどちらに重点在

置くかと云う事で、加うるに経営管理の事と其の

上紳戸市としては多少共公舎堂的主主使用も考慮に

入れたいとるっては中々の議論のある昆である。

議論と云うものは園舎で演ぜられているのが本

格的なものとは限らないと云うととを、私は理事

舎の回が重ねら戸L る毎に痛感して来た。先づ既設

のプールにしてもしっかりしたものだが、大阪の

田 男

扇町にあれTざけのものが出来た以上クチな競走意

識をさけてそのスタンドはるっき b と恰喜子をつけ

室内競伎場の方は幸い神戸が先に名乗り そ上けた

以上、限紳閣の他に必要を感じ:まい程度のものに

したいし、叉地理的な関係か らもそうあってしか

るべきだと云う一一一つの原則論迄押し上けられ

た事は紳戸市としてその依のプライド主主持つべき

だとも云えない事だろうか。この綿主主押し進めて

行くと B タイフ・J d : ' 徹底せしめてメ 4 ンスタンド才

ンリーで観衆本f立に行きたい事になる. が東京の

例J d : ' 見ても現燃でそと迄考 えることは飛躍が大き

過ぎ、更にメインフロアーの考え方も目下アメリ

カで撞頭しつつある 4 ンドア{ 陸上に迄巾之官延す

時必歩しも狭いもので足れりとするわけにも行か

たくなる。との様主主観ｾかう ａ と ｃ の二つのタイ

プが残る( 資料集成にある パスケット 1ドールのコ

ートJ d : ' . L f S - 行して並べるととはインドアーではホイ

ッスルの混聞の篤練習以外には使えない) A タイ

プは肝心のサイド席の牧客力が落ちるのをギャラ

リーによって解決しよらと した。との場合フロ ア

ー高そ地盤商より 30cm乃至60c m下 bにしたいと

一一ーカットの段明一一一

新し〈生れた玄大都市体育大曾の+ ーグに私C 提祭し

? とデサ・インが採用された。紳戸、大阪、京都、名古屋、

横演を色分けして各市の嘗市の形を単純化して地理的な

相関位置に覧室 I NT E R  <D文字でつないだ。京都と名

古屋の聞でジヤクツ d' <D問、: . W- 隊感を出そうとした庭- 0

全体の行き方としては此 C 大合の性格をよく考えてやや

常官僚的でない方貝IJ をと P よげた。と 0 畿な形が旗やバッ

グル停に なる時本来の7 ・ロポージョンは第 され難い。原

祭では荷積比率迄- 3 < 僚は考慮しであるが、主催T行。部分

が自然大くな P やナいとと段確かな事だo それでも大衆

は見! 間違う事もあるまいし、叉変形の程度もスポ一、フマ

ンシツ 7 ・を信じてよい筈だ。それでよいのではないだろ

うか、私は決して皮肉を量産してデザインしたのでもない

事をお断l J L てお〈と同時に、大方の賛否自告E平を給与ん

ζ とをー一一。
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ものへ押し進めて行かれた空気に接して毅えられ

るものぞ感じ? と。更に私の取って来た態度とし・亡

建築以前の問題は共々によく考え抜き根本的な方

針が決った後は建築家の側において責任をもってー

信守る隠そ行えばよいのではないかと信じている

今後各方面のセクシヨナリズム が起る様主主事な く

完成に至るととそースボーツ人として衷心よ b祈

念する次第一一一。 (25. 9. 23. 記〉

牧 容人員について、 椅子席距離は 75cmと し巾

は一人常 T 45c mの計算じよる。賞際にはもう少

しつまるのと立見席そ考えじ入れると表記人員ぞ

か な り上廻 るととになる。

( 筆者 ・三回建築事毒事E庁長〕

可脱線が苦しくなる. 南タ 4 フ・には色々と長短が

あ b ハツキり とした軍杯を上ける 事は中々でるっ

た。庭で C タ4 プの長 所 としては将来 B タ4 プへ

の移行が不可能でないと云う事ではたかろ弓か。

私はとの点そ押して奨め党 結果 、理事諸土の理解

される庭 と主主って C タイフ. - a ' 採用するととに友っ

た。 後は4条件によって ま とめ上ゆるまで目下設計

中の駕護表の段階迄遣しないのが盛念でるる。且

内部席の倉庫よりの出入れには特種主主椅子の形と

台車; a . 考慮しなくてはならないと考えている。

大略以上の様君主経過で、委員諸士の中 には此 建

物の営初から非常な努力そされた方もa ， t 、その

賓績の上に立っと云う T仕上営然のととも強いて主

張 され歩、活澄主主意見交換の回- a ' A ねる毎 に一つの

コート 荷積 508坪

( 伎下バットレスを合む〉

ス タ ン ド グ 509. !i坪

C  452.0坪

478.!i坪

コ戸ト 面積

ス タ ン ド 11

サ ー ず = ー ト

脇ギャラJ ) -

B  

各 案 比 較 床面 積 本 官官 1017. u坪

A  コート 面 積 476. 0坪

ス タ ン ド グ !i 41. u坪

ギャラ P ー グ 178.0坪

1，060人

l ，!i OO人

2，u60人

7!i O人

サイド

萎

昔十

コート内部席

87. 0坪

1，600人

760人

2，360人

250人

サ イ ド

奏

計

ロ ー ト 内 部 席

800人

l ，21u人

600人

2，615人

870人

3，485人

l次容人員

1 階 サ イ ド

饗

ギャラJ } -

計

ヨート内官官席

総 合 計
3，310人総合計

2. 610人総合計
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旭ガラス尼崎工場の特殊蹟築工事について

棚 橋 言尽

尼崎一帯毎年数糎づっ沈下して行くために、 r

との工場も高潮じなやまされて、防潮堤. : a 作った

U敷地のかさ上けそ行ったりして謝策を講じでは

いる が、 ジエ ーン台風でも相官の工場が浸水で損

客足t かうむったのである. 各工場がとのために毎

年守い分の金を使っているが、圏家全体 としてみ

ても尼崎から大限南部にかけて定分の防潮工事そ

全体として計書賓B留するととは日本の産業を守る

ために是非必要なととぞ痛感するのである.

旭ガラスの工場も御多分に洩れヂ地盤沈下のた

めに悩まされて 、一部の製品倉庫の上へのつぎた

しそ行わねばならない様になった。

在来の建物と云うのは一階が織筋コンクリート

進てその上に鎖骨石綿波板ぶきの二階がのってい 第 1図

るのであったが、今回従来の錨筋コンクリー トー

階の上に更に銭筋コングリートの二階そづぎ足し

今 まで二階でるった鎖骨上屋はそのまま三階へも

ち上けると云う工事そ行うととになった。私がそ

の計衝に参奥したのは主 として二階の銀筋コン ク

リート部分の新築に闘してである.

とう云う上への建てましについて最も困難なこ

とは、上の建てましする架構. : a 下の架構に剛にと

b つけると云う事である. もし剛にとりつけると

云う事に固執するならば、下階の桂主筋と上階の

桂主筋，a 力そったえ得る様に綜ばねばならない.

上階の主筋そたとえ下階の主筋に熔接するにぜよ

下階フ〉桂蹟のコングリート. : a 相常にはつらねば主主

らないし、叉主筋，a = > 〆クりート中にアンカーす

るつもりならば更にはつ bの仕事は大き〈なる.

鹿カ: 柱頭. : a はつると云うととは下階の最もカのか

かるとごろそはつるととになって危険で質行し難

いのである。従って私のととで採用した方法は上

階の柱脚はヒンデに近いものにすると云う事であ

った。勿論雛筋コンクリートで完全なヒンデ，a 作

ると云う事は特にどちらの方向に謝しでもヒンデ

にする場合には殆 r 不可能に近いので、要するに

第 3 図
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第 4図

第 5図
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ヒンデに近い構造にして上階からの曲ゆモーメン

人特に地 震時の曲け モーメントｾ下階にったわ

らぬ様にすると云う事にカをおいたのであ否。

乃ち第 Ｑ 圃にそ の獄況ｾ示す様に、桂頭にあた

るととろそ大略 7 糎程度はつって大梁の上端筋が

あEうわ九る様にして、どれに緊結してフ ー プを一

本配し、第 2 聞に示す様にとの部分に柱座じなる

様に且つコンクリート太柄の入る様主主部分; a . 作っ

た座ｾコンクリート打ちしすこ。次に第 Ｓ 閣に示＿

棲にコンクリート太柄な埋民込んでその周圏をそ

l l- ｾＧ＠ l J... づめをした. 次に第4閥、第5園に示す様に

太柄ｾ桂脚で包む椴に任主筋三 ｅ 配して、とれから

・コンクリート宇7ちをしたのである。との際に前の

柱座の上面にある木板はそのままにして、性は断

面の小さい太柄小みによって下階と結合せられる

様にして、ヒンデに泣い構造として、過剰の膨力

が下階にったわらた い様にしたのである.

鎖骨上座は第 6 厨に示す様じコンクロート柱の

打たれるととろを逃けて木枠を組み上けつつデヤ

ツキで上t子、最終には第 7 薗に示す様にそれ t の

僚支えのととろをEをしてコンクザートスラプ打ち

工 事ｾ行って 、後 鈎骨 上屋ｾ下けて柱脚ｾアンカ

ーしたのである. 第 8 聞は鎖骨上屋が上けられ t

二階のコシクリート打ちをする際の全景である。

太柄は 16mmφ の鍛筋 8 本!、フープは9 mmo e  

3 c mP  ｾ商 ＲＰ｣ｭｸＲＰ｣ｭ Ｚ 長さは ＳＰ｣ｭ である。

第 6図



第 7 図

第 9図

第 ＱＰｾ

筋. a - 配し、大梁の隣接建物の桂への取っけとした

のである.

第 B図

下階の構造はその設計圏? i ' 調ペて充分安全てあ

るととそ検しずこ。

備 r の建物は隣接した建物と結合せられるので

あったが、隣接の建物は往梁鎖骨がとれそコンク

リート被覆 したものであったので、 第 9 園の様に

繍骨柱に. # - ; レト締めにしで格子梁形のプラック

ツトを出 L 、第10固に示す様にとれそ包んで祭主

Cii 者・エ1等、京大教授〉

住 後 ⑤D 金 粉

J ドア- J ¥ンガ一

院 予 工場・倉庫・ガレーグ

ム1 の扉に御使用を御撰

人 め致しまヂ。

在 吊下げ: i ¥量

1号・60kg 2号・100kg

サ ッ シ ユ ・ ド ア ー ・ ジ ヤ ツ タ ー

銀 金 製 品 ・ 自 動 車 々 体

部 品 ・ 車 輔 ・ 穀 動 機

本 建 銭 株 式 曾 拡

大 阪 事 務 所 大 波 市 西 区 江 戸 堀 上 通 二 ノ 五 七

電話土依捌 ＨＴｾＩＲ 1  8  8 呑

東京都荒川区三河島七ノ七八O

電 話 下 谷 8 1  5  5- 8 1  5  9  

東京都葛飾底奥戸本町- 0 0 0

電 話 本 国 19  O. 1  9  6. 1  0  1  8  

千葉県系胎係市海紳町二ノ三五J

電 話 肱 伶 5 0 9 - 5 1 1

東 京 都 千 代 田 直 丸 ノ 内 三 ノ 三

三菱新館内篭話丸ノ内9i 3. 4501

日

本 枇 及

東 京 工 場

中 川 工 場

' さを関有名金物

(庖 l乞あ b ま す j

J .O.] ｾｾド ＷＭ ハゾガーは ｅ 匹敵の周聞は鋲袋
入 ロ F ラ 戸 ペ 7 リゾグ役僚になって居 b ます

がら丈失でB f < の開閉が軽〈取イサには吊下げを

自由に繍官官できます。

製造元・大阪・大同議蓬株式会社

結 橋 工 場
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阪 神 パ

工 事

ク 復 興 建 設

に 就 い て

異 口 恒 夫

阪紳定書式鍛主主株式曾置土は甲子関一平静の経 管を夙に甲子

の年 よ E 始め〈甲子園と命名した所以〕、永年に豆り文

化住宅地と L て隣室主すると共に言者運動場其のイ也種々 の施

般を此S訟に建鮫直管して文化向上に努めて来たのである

健全敬宵娯祭施設としては殿前甲子閥横約二万八千坪に

阪紳パークをまｭＮｾ奇 ｌ 、世人にも良〈殺しまれていた。大

東電験勃獲に際 L 他。多〈の施秒間際軍用強制買上 タれ

惜し〈も昭和 18年 4 月12 日限 p 閉鎖、一物残さず破捜し

去ったが、 仁錦〈日本博」開催跡を車軍用した音量排以来十

余年間研究充貨に専念していたので、末期は動穂物閥的

にも遊l t 娯楽場的にも完墜に遣し、建築物にも銭骨、銭

筋浪凝土法7};. Qt 鎗等優秀なものが揃って、施鮫東洋一を

跨っていた。

終験後一般児童の生活環境俗悪不明朗化に鐙み、最適

の砲車止施鮫たる阪紳パークの再興を第一に熱望したが、

元用地の事長牧解除見l l _< て悩んでいた氏、昨年 4月に

豆り兵庫盟系鎗局と地元鳴尾村@ 御協力を得、新に岡村内

鹿島地内の土地ー万九千坪c 提供を受け再建の機に葱ま

れたのである ロ

阪 紳 パ 戸 ク 復 興 建 設 工 事 の 綜 合 企 .

暫〈して経内に阪神パ戸ク復興建段委員舎が組織され

企鐙室を中ふとして建築・土木・迭問・管業其の他各部

門代表が之に参画した ｯ 此のｾ員には奮パーク経営経験

者も技術陣も豊富なので、事情に明るく皆自信満々であ

ったo 苓員合は綜合遊園の金体プラ γ=- : : / グと金猿算編

成を擁蛍し、各部門に貧行分携を定めて後は建設督即に

食った。

其 C 活動経過幻: 略述するが、舎合十欽回を重ねて構想

を繰りに練り、没後に 7 ・ラ γ の基本案( 開園迄にする施

般は勿論引車費量行う第二次施設も将来¢主主定も含む〉を

決定したのは 8 月末だった口

開園目標は史意曾館の竣功多少遜るとも昭和25年 4 月

と軍設定した D

企図し? と構想作: 各部門に引縫がれて互に蓮絡を保持し

夫々建設賞施を念ぎ、忠貧民表現に努めた C で完成の委

が良〈物語.っていと D

28 

建 築 物 の 企 禽E建計と工事経過

建築採が播賞し? と建置貫工事には第一次として児童舎館

正門 ・喫茶食堂の三主要建築物の外大小建物約20棟 並

I ' l : 噴水塔・ラヂオ童書・門塀栂・禽署長合等一 式ぁ P 、I ! ll

種に子供汽車トシネ Jレ〈車庫〕や兎の家毒事玩具的なもの

迄あ昔、第二次として猛署長合 .tIt 合等動物の入手感情K

従う数棟の責設定があった。新稼に施設。大牛は賞採の責

任に懸った上、主な建物は勿倫小さい兎の家に至る迄デ

ザイ Y を駿続出来そうなものは殆んどなかった D

其の建築物個々の卒面計密やダザイ Y は賞課の仕高野で

自由であったから、鮫計上の抱負も多かった o spち環績

とえ重綜合遊園に相爆しい精疲且つ明朗な近代感挺の建

築物を供し度ν 事。主要建築物や噴水塔の如聖シ ν ポ P

約なものは特に貧弱なものに仕度〈ない事。 建物は或程

度将来性を考え余裕を持たせ、直ぐ士宮築。必要を主主じて

構造や外観を損う線な事態を末然に防ぎ度い車。叉喫茶

食堂便所等fヨ: 衛生施設に万金を易し度い事等身。然し件

鍛多い上関関迄今年余しかなかったので充分業を練ｾＪ

ねたものもあった。

建築に奥えられた第一次漁算段二千万顕であってとれ

も十分ではなかった。英の割引j付にも苦心をしながら、委

員舎の基本方針に沿い抱負を盛ってスケッチを念き・順次

委員曾・役員の鯨解を得で本鮫計に移して行った。段計

係一同協力奮闘の結果11月頃よ P 逐次積算迄完結、* 4 '

に指名競寺子入札に附L ' 得たが、主な建物程自然遅れを生

じた。皆十分に設計したので重量算は総て U亡者しかった。

部t昔f・は新僚に l直轡を主義としたが児童曾館。みは、件

m : 過多と期間の制約に依る手不足で柱撲に落ち入る懸念

を防止する s 叉外部専門家の意見を問う然、官官方作製の

卒商断面スケッチに多少の修正と外貌デザイ γ を求めて

指名" 滋賀募集し、英の最優秀者に除援を依頼、全集に倫

修正を加えて本設計を進めた D 完 結 は 本 年 2 月末に及ん

でいた D

建築企古島に於いて一方向願と資材問題に悩んだ口工事

末期には綿て反封現泉になり笑止。沙汰だが、何者事公園

造成に就いて此のi 1 i に束縛のない他の部門には解せられ

ぬ苦悩であった口建築は必ず願屈を要ナる上、' i l t 時建築

面のみの束縛と断言出来る臨時建築制限規則( 主要安材

は木材の外符統制j で此の種建築に他創賞見込書草〈且つ鎗

材は古材以外使用禁止と規制〉がるって、常織的に半年

かかる出願手績をまEて資材函を合法化の上着工許可にな

るのであったロ工程は此C 出願期間を波却されて居 F 官官

然手遅れを来たしていた。

(' 46頁へ綬< )



わこさまの楽しい遊園

象 の あ き 子 さ ん 、 き く 子 さ ん

豹 の い さ む 君 、 虎 の た け し 君

みんでE そ ろ っ て 元 気 で ナ 。

お 猿 の 島 は な か ま が ふ え で

て ん ぷ や わ ん ぞ で す 。

阪
品

申

込

刷

用

ε 昏

ｾ＠ 車
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S A N D  B L A S T  E T C HI NG G L A S S  

硝子彫刻の製作法に就いては今夏説明する迄も

ないが、大別して押却( プ ν ス〕切子 ( Cut i ng)

彫刻硝子 ( Gravcrwcr ) 練物〈バード・ド・べ-

J レ〉砂吹付 ( Sand Bl ast ) 薬品彫刻く箪なるエッ

チング j 瓦斯硝子細工など工毒事品として、各々優

れずこ技法と特長; a 持つ加工法が有る。然し立休型

のものでなく卒板硝子に圏柄や文字; a 刻み、表面

よ b 浮彫のような効果; a 得るには、薬品エヅチン

グとサンドプラスト・エッチングじ依るしか現在

の島方法がない。況して大中j の板硝子商に意の鐙

の構悶; a 描出するには能率的な砂吹付法に依る製

作法が最も適営で有る。克も業製作法の中にテク

ニヅクとして薬品腐蝕; a 併用して更に美しい効果

を上けるのそ普通としている。

元来サンド・プラストの起源と、日本への停来

は米閣で18i O年頃草原の住宅の窓硝、子に砂塵が風

で吹付けられ、何時の間にか其の砂の主主に車が付

いて曇 b 摺硝子片足と成 p 、金網の被ぜられていた

部分だけが金網の絞様に残ったり、硝子の商に木

の葉が付着していた部分には、業の木の葉の形が

硬されていたな r が蛮2誌の動機だったと停えられ

ている。日本には1920年頃に技術と機械が職入さ

れたと云う事である。

砂の人工吹付法には( 1 ) 塵塞空気による法 ( 2)

7k蒸祭で吹き出す方法 ( 3) 砂の自重で落下さぜ る

法主主 r有るが大きな作品には ( L) の方法が最も多

く使用され能率的でも有る。

製作過程も従来は木判醤製作法のように分業的

に行われていた。即ち図柄( 原審) の創業製作を
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池田 金 之 助

推賞する入、硝子に; J ' ム j伏の盟護牧/ ; a 塗附し、原

蓄をト v ースして其覆謹物に時潟しメスで型切 P

する者、更にそれぞ機械に掛けて彫刻するものと

大別の行程そ経て製作されて来たもので有つ? と。

私は禽家の立場から此分業的な製作過程では作者

の意図が充分再現出来ない事賓そ痛感 して、作家

白鳥覆護物; a 塗る事も〈其襲品、材料の調合も塗

附方法も彫る時に大いに影響が有る〉型念切る事

也、機織に掛ける事もすぺて一貫して同一人が製

作する方法そ採った。結果は激期していた如〈作

品に原画に見ると同じ各自の個性が再現され常に

新しい技法と祭出没勘まし合って研究が績けられ

るようになった。従って工房の人遣は全部が給筆

; a 持ち、メス; a 持ち、機械; a 操作出来る。

私は何とかして此分野念総書話事術の領域迄引上

け翠展させたい希撃. と期待主主持っている。ノーズ

ル( 砂の吹出口の金具) は筆で有り、砂〈金剛砂〉

は総兵が匹敵する。此改良、使脇、濯別は作品商

に叉其表現にも主. にデりケートじ作用するもので有

る。金剛砂は現在60呑から 150 呑迄五種類に分け

て使用し、ノーズルは錬製の口符1 . 5 粍から 8粍

迄. : a 適宜に使い分けて研究しているが、とれとて

も泌総用のペ シティシグて・ナイフの如くセルロ 4

ド製、 ベー クラ 4 ト製品、亦ゴム製君主 e' ; a 作らせ

て試みたら更に新しい感畳の彫刻効果が濫見され

ようと思うので有る。

( 力 ツ ト 械 は 阪 紳 パ - J ! 先 輩 文 伸 館 入 口 欄 間 )

デザィ γ ・阪神電鉄施政調l建築課 製作・琴港堂/



今 回 の 限 紳 パ ー ク 舎 館 の 仕 事 は 蓮 捜 し ? と 一 枚 の

糟 と し て の エ ッ チ ン aグ で は 鞍 前 戦 後 そ 通 じ て 、 お

そ ら く 日 本 最 大 の も の と 思 わ れ る 。 ま し て 5粍硝

子; a. 2枚 合 ぜ 其 特 異 な 効 果 君 主 新 た な 技 法 で 試 み た

の も 本 邦 最 初 で あ ろ う 。 納 期 其 他 の 事 情 で 一 人 て

鎗 蛍 製 作 す る 事 が 出 来 す 事 了 度 6 名 の 共 作 と 云 う 結

果 に 成 っ た 。 完 成 後 の 成 果 は 誠 に 冷 汗 で あ る が 、

丘
庫 理系 下 の

兵庫際ＢＢＢＢｦＮの閣官置建治物 ｾｉ 立はかな ｐ に多〈、未指定 の

ものでも注目に値するものが少〈ない口 ζ とでは主なも

のについて略説しよう D

1、偽若手建築

Hi 史は古いが、はじめて遺構に援するのは平安後期に

おいてである D すなb ち、

錫林寺太子堂 加古郡加古川町

鶴体守常行堂 グ

一乗寺三重塔 加西郡下塁村

如 意寺常行盆 紳 戸 市 垂 水wi 檀 谷 村

がこれであって、中にも注目すべきは一乗寺三重塔婆で

ある o その建立がゑ安元竿であるととは覆鉢銘に明らか

であるが、そ o 形式手法がそれにふさわし い悦質を現わ

していとo すなわちだいたいにおいて醍閣寺五重塔以凍

の塔篠建築の構造形式をおそラたものであるが、なお新

味も多〈、科棋が六支鋭、の制から成っており、三時奇の屋

重量出l 線に起りがあ P 、初，腎に縁をめく' ちしているととな

ど、乙の塔婆の特色というべきである o つまり卒安から

鎌倉への j過渡期ltc 腐して、建築主潮¢推移を誇るととも

に、細部手法の稜還を明示して余ナなく 、あたかも t喜代

建築のー代表たるの観があるのである口卒安末期の鎌倉

辛口傑出現にさき立つ問 の事情を解明すべき好簡の資料と

して、また逸すべからざるものであるロ各階の蕗ちを加

減 し て 表 現K 縫化あらし必た手際もさすがであるといわ

ね lまならぬ。

然 し あ れ fざ け の 大 作 に 依 っ て 私 達 が す べ て の 商 で

ど れ だ け の 勉 強 が 出 来 た か は 計 り 知 れ な い 傘 い も

の が 有 れ 医 紳 営 事 者 の 諸 彦K 何 よ b も 御 趨 串 上

度 い 。 更 に ー 居 の 勉 働 と 精 進 に 依 っ て 各 伎 に 御 報

想、する事.ie皆 ん 友 で 期 し て い る 。

〔筆者・琴港堂主宰 日展伴l ' i . 無監査〉

古 建 築 概 観

野 地 修 正

太子堂は内毒事東側に厨子一線式上鎌倉時代ではないか

と思ラーを設けてA 徳太子を絶っているので、か〈呼 v:

Yよらされているが‘ 本* 法署警堂であったととは古記録に

も見えてお P 、西側の常行堂と結びついていわゆる「担

い堂」を 形 作っているのであるD そしてそれが天台宗伽

藍の遜有性となってレる白太子堂除外視すとぶる優勢な

建築であるカヘ内部もまたとれに照撤して興趣深いもの

があるD ことに須事署捜@後重量や板支輸に掛かれた偽函は

ー今はほとんどは〈落してわずかにそのなどりを留めて

いるにすぎず、その点いささか物足らぬうちみはあるが

ー 内陣天井の中央に吊下さ れた天童まなどとともに活渇さ

れ得ないと ζ ろで、時人の好伶を今にみる親があとo が

常行堂の方はとれにくらべるとやや劣る感じがある 0 年

代にも多少開きがあるようで、その関係はといえば、前

者が先出、後者は後出というととになると思うが、なお

よく時代の特色を現わしているo 近時刻資保存法にもと

づく修涯を紐て旧態 K 復す、るととを得? とが、結果に闘し

ては疑問。余地もあるようである。

如意寺の常行堂ぽ新設見C ものであ るロー著名に後織も

あるが、とれが平安末期を降 ｢ ぬととは、ｾ張壇・天井

等にみられる草壁式、主主・援・丸桁・肘木等が大苗耳王 P に

なっている点、百品f古事垂C 手法などか色推定されるのであ

るo その数の少ない2 ! ' - 安後期の建築として、ま? と注意すt

べきものであるo ただ制i都に後世の綿修が多〈、 い ちじ

るし〈旧事担を損じているのは、惜しみても余りあるとと
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ろである。

鎌倉時代の澄構としてまず指を屈すべきは、

望書土寺浮土堂 加東郡小野町

であろう ｄ 関係者はいうまでもなく俊乗坊重源で、ｾＤＱｬ

寺総裁の失われた今は、東大寺南大門とともに天竺機の

双 絡 と も い う べ き も の 、 建 久 五 年 。 創 建 に か か に 多 少

手入もあ P 後補。部分もあるが、だいた い においてよく

賞初のおもかげを残ーしてお P 、わが建築史上に一新生面

を開いている。三手先の鮪肘木や遊離尾援を用L 、た軒の

構造、一室で反 P のない角径、内部の化粧屋根裏o 構 梨

等. その索撲雄勤な性格はさすがに天笠宮賢であ るD べ つ

に: m 久四年の類作として襲師寺があるが、さまでの古建

築ではない。様式に見て室町時代の再建とみるべきであ

ろう。

手口: 僚として俗、

大山寺本堂 紳戸市垂水直伊川谷町

があるD 寺に弘安八年の勧進阪を駁している D 傑式上か

らもそ C 頃のものである ζ とを矛盾なく肯定していい。

とれを唐様とみる向車もあるようで、げんに兵庫! 蘇濁貧

困録や古建築糟撃にそう書いてあるが、私は ζ の践には

反封である口唐僚というのは外部の浅唐戸や、科棋のー

著名を指していうのでるろうが、後補の部分をもってそう

見るのはどうマあろうかD なお同寺には仁王門があるD

普通に室町時代と段かれているが、根擦は確定的ではな

いようで、それにはなお再考の余地がある口内容からみ

て鎌倉的要索をもっ ζ の門は鎌倉末のものであるとして

も差支えないと信ずる口べつに和僚として、

円敬寺大講堂・鐘楼・金剛堂 飾磨郡曾左村

朔勧寺本堂 飾磨郡菅野村

等が鍛えられる。円敬寺大講堂は、寺記によると元弘ご

年の再建と停えられ、内陣を土問・外障を板猿 P として

両者の ji ¥U聞を般にしたのは、延磨寺根本中堂・周波寺金

堂などと相主主ずる天台宗像殿の現われとすべきである白

そC 内容形式が注意ナベきで o る上に、それがとの積天

台宗働殿のｾ古 の ものであるという意味においても、ま

た建築史的地位 の高 いものという ベ垂である。掬勅寺本

堂は康廃二年の建築と停え、向奔に後世c 修舗がみられ

るほか、あとはほとんど蛍初。ままで、軒支輪及科検、

開 放 せ る 外 陣 の 萎 段 、 内 陣 の 天 井 廻 れ 須 煽 樫 等 、 随 所

に新機軸を出している ζ とは‘ との建築の特色というべ

きであ P 、しかも破たんのない点からみても、建築家の

手 腕 のほ どがうかがわれる口小堂ではあるが優作と認む

べきも の 、との堂のもつ形体の妙味はけだし叡者をして

魅了せずにはおかぬであろう。岡敬寺食堂・問常行堂・

如意寺三重塔・同文事聖堂の務堂も釆指定ではあるが、ゃ
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は 111富代の遺構として宥過 し緩いものである。 ( もっと

も常行堂については多少問題もあるので建立年代の酵・網

は後考をまっととと して一路ととに入れておく。〉中に

も如意寺三重塔は、相輪が天保年間の改自障になるほか、

木部には後舗も比較的僅少で、軒出深〈各屠の落ちも大

であって、げだし名作の名をもって許す ζ とがで者ょう

創建は至徳四年で. 鎌倉末から室町初えかけての塔婆建

築にあらたに一種を加うるものとして注意せられてよい

と思う口

さらに折衷傑の一群があげられるo すなわち、

温泉寺本堂 妓崎郡妓崎町

朝光寺本堂 加東郡米田村

がそれであ) J . それに関連して、

璃鮮寺須誠種 紳戸市須勝直須勝奪回丁

のととも忘れてはならない口そしてそれを大成したのが

次代の鶴林寺本堂であ P 、折衷線は本堂によって代表さ

れている叡があるのは、音量も知る逼 P である。ととに外

陣の結構において、その頂点に到達するのである D 外 陣

入側栓上部から一種の海老車工梁をもって外陣両端 の大 虹

梁につなぎをとっτ いるあた P 、ま ζ とにた〈かなや P

口で、 ζ れで構造と袈飾とを P つばにかねさせている D

またー名作たるを失わぬであろう。内障の中央に段けら

れた宮殿もまた閑じ形式のもとにできてい、その事長札に

徳永四年上棟。旨を記しているの，で、本堂もほぼそれと

同時代の建治に成ったととが想見できるo なお ζ C折 衷

僚の遺構に同寺の鑑僕がある。賂;永十四年の建立、袴腰

付の典型的のも@ で形も盤っている。上尾正にみられる菱

支給は、本堂の須煽境や調革古寺のそれとともに注 意ナペ

事細部の一つであるロなお近時後見されたも C に、

東光寺本堂 書廃棄郡奥吉川村稲吉

グ 多貸塔

がある。そしてとれらの折衷僚の遺嫌によって、 との時

代における地方色の一斑を知るととがで量るのであるロ

とれに関連して想起されるととはと C 地方に唐草賢建築の

少いととで、鍋林寺E霊園陸堂にその趣を見せた外は、結え

てその例に袋しないo ついでにとの堂は棟札によ る と永

旅六年の建立であ P 、その内部の構造は筒患ではあるが

捨てがたい妹の存するととを附言しておきたい。

'l"ft のは じめのものとして、なお、

石占起寺瑛師堂 書監察郡上淡河村

があるととを忘れてはならない口正面一開通りを開放し

ているのは注意すベ量一現象で、輿繭寺貫主金堂や喜光寺

金堂とともに、建築界における伶古主義@ 愛露とみるべ

きであろう。

石主催寺三Z宜容



斑鳩寺三重塔 緯保郡斑鳩町

も建立年代は不明ではあるが、との時代に作られたもの

であるD

2、市申紅E量築

まず倉鎌時代のものとして小野町八幡紳庶の奔殿があ

げられる。劇界殿] 彰式の古いもののーつで、和織と唐様

とを巧みに取扱い、随所珍奇な意匠から成っている。ち

なみに ζ の神経はもと書評土寺の鎮守慌であったが、明治

初年紳偽分離の際にその筑内をm; I l J されて今日に至った

創立はつまびらかでないが、霊源が寝静土寺建立の際、手

向山八幡宮を肥った東大寺の先例に倣ったものであると

思う 。叙守居士といえば鶴休寺行者堂もととにあげる必要

がある。とれ;も 以前は鎖守献であった。鎌倉末か室町初

の 建築で、 E 商からは一見事手日迭のようであるが、入母・

属議の豊里形であるのが縫った点である 。なおそれに関連

して一乗寺の妙見裳・弁天堂・護法堂のととも附言して

おきたいと思う 。 「法翠山路堂書eJ によると古くから偽

主主であったととは剣るが、妙見堂が洗迭であ P 、 他 の 二

つが春 日まきであるという意味では、とれらも紳紅建築と

みられな〈もない。そとで内容からみてととに入れるの

が便宜のように思う。なお弁天堂と護法堂とは小建築で

はあるが、号島体も盤ってお Pν 一部に唐線的要事医の存す

るととも注意に値す る ととろであろう。

住吉紳居士 有馬郡東村

は文永二年の建築で、普通にみる流迭である口

酒霊紳最E 城崎郡三江村法喜善寺

は米指定ではあるが、手法からみて鎌倉末とみるのが歪

笛 の よ う に 思 う ロ 後 補 の 部 分 も 少 し 科 棋 や 慕 股 な ど に

嘗時の遺制を停えている。

室町時代は前代に比してその例が多い。

若王子紳景士 事申戸市兵庫w ; 山田町

入幡紳居士 川溢書官西谷村波豆

御ｾｩｪ｜申匠士 有馬郡賞去村貴去

i布EZ;布紳配 布馬郡高卒村酒弁

天津締罰士 美軍基郡北谷村前回

入幡紳軍士 加東郡小野町移谷

中島和1
1
世 出石郡前1

1美村三宅

久々比利
i
匠士 波崎郡三江村下室〔禾指定〉

の持軍士ほその建立年代も大欲不明であるが、ほぼこの時

代に作られたものである。形式はいずれも泰自治か沈迭

を踏襲して、表現もおおむね奮毅を出でないが、高 東 布

制
f最土 ・御祭神軍士等、中にはやや注目すべきものもないで

はない。前者は萎股・木鼻・言察官市等の給苦渋彫烈にすく' れ

ており、後者はそ@ 規模さまで大で段ないが、室町中拶
f

の代表的遺構であって、形態は美しい調和を有し、総額ι

彫刻またかるべきものがある口また若王子神経由Z板 葺 屋

根を残しているのもー脊とすベきであろう 。

日吉紳最士に閥係のあるものに庚峰静1
1
鮭がある D そ の 建

古1年代 I ' t . 長職三年を距る遠からさ? るものと思われるもの

で、特殊な卒商をもっ点、て' 未指定ではあるが、との種市申

居士の研究上火〈べからさ「るー賛料というベきである。そ

の奔殿も本政と時代を阿じうし、またー願の償イ直がある

なお悌ｾ建築に関係のあるものに、

八幡紳低三重塔 兵庫区山田町

名草利1j j 1士三重培 養父郡八鹿町石原

があり、とれにも時代思潮の牛商をみせている。 ととに

前者は文正元年の創建で一棟札による一委体もよく盤ν、

細部の意匠も優れている白 録後に桃山時代のものとして

八幡紳居士 氷上郡柏原町入船山

の存するのも見逃すととはで富ない口 細部の給畿は艶麗

かつ重要美で、金体C 手法の奔放なのとあいまって桃山時

代の特色をよく表わしているD

3、城郭建築

名城の名をほしいままにするものに姫路城があると と

は周知のととであるロ レわゆる 卒山城に廊 L 、 建 築 史 上

に一時期をかくしている。創始はつまびらかでないが、

足利末赤松氏の家臣小寺氏がととにおったのを天正八年

重量臣秀吉がその手に牧め 、城郭を修めて中図縫路c 根 畿

地としたのが現在の城池の起源であるロ慶長五年池田港事

政東械に入 P 、同十五年天守閣を起し、三重の濠をめ( "

らし、叉内外を 修離して今みるような規模を備えるよう

になった o 維新後一部は失われたが天守閣・西丸・濠盛

・土塀等 C 遺構が今に存していて、舘板] のおもかげをし

のぶととがで吉る D ととに天守閣は混減の皮も完好で、

五霊の大天守が三棟の小天守と連立するあた P 、ま ζ と

に湖自の構造事告を雪量輝している。げだし4 ! i 械の名にそむ

かぬものがある 口また主主る土塀や、波機の問} 亡、随所に

機を点在して、事堅化あらしめた手際も、有意か無意かは

しらず、さすがであるといわねばな b ぬ口

4、住居建築

f主宅方聞においてはまず

十妙院本殿 番ｾ 山円敬寺塔頭

型車窓院客殿 グ

等があげられる a 従来あま P 入。注意に上らなかっ たも

のであるが、いずれも明政元年をi I i る主主か b ぬもので、

それぞれ室町時代の渡殿迭として泌するととはで垂ない

その中門は本来の機能を残していて ζ とに興味深いo 乙

れを桃山時代のものと目する見もあるが、その手法にさか

て従う ζ とはでき山口

さらに ft&を穂じて民家を眺めると 、いわ ゆる「千年家

」があ るD

符木千年寄走 兵庫m: 山間闘了

坂田千年家 グ

告宰がそれで、栓の而の刻合以外に確かな徽置はないが、

それによると大体において鎌倉末か室町初期という ζ と

になる のである 。 規 模 も 小 さ し 構 迭 も 粗 末 で 、 定 築 的

に妙味に乏しい縁はあるが、との種の民家安f . ' l として稀

.{:j cz:> j J 主品であるといってもよいであろう ロ

( 量産者 ・紳戸大患敬佼〉
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灘 酒蔵の

阪 下 圭

記 の 仕 込C 皐位は普通毎日白米15石 づ っ 仕 込 む の を 一

個やの仕安f1と云って、大体12月初に着手して翌年の 4月

末日に終る c で、 ζ の期間に約清酒一千石が逢られる D

との設備を一波と呼んでいる D 敢に一万石造酒ずるには

十歳を要する謬である o ; ; て 、ー量産e>1I I 宮地は 500 坪 、 建

坪 約 300 坪を要ナる o I磁 の 構 造は南商して、東西の棟と

し三棟建であって、南 ttc平家建の前夜 、次に二階建の中

蔵 、北侭IJK二階建の大惑となって、東西桁行= 二十問、南

北 梁 間 十 五 問 の 一回の建物で、生I[ T診の卒商をなしている

地震、台} ) ' .に被害嘗少し 。

前設は梁間三問、平家で内洗揚と去って原料米の洗終

浸演、釜屋と云っ て原料米の蒸卸作業に充てー郊に曾E庁

揚と云う、杜氏以下正義人の居室と寄宿舎に使用する。

中歳は二階建、梁間玄関、一階段機場I ' 1PちそロミをE堅

持して酒と粕とを分ける設備及: ; ; < ' V シ場IWち酒を沈澱す

る所である ol l l 搾も昔は大きな石のおも P であったが今

は7]<; .aプレス、純緋ジ 7 ・染袋一量産に 2，000 枚使用ナる。

二 階 段 勉 室 に 使用ずる 。

3  x  4 十二坪、四壁、天弁、床、親設入れふみ込みー

尺五寸厚の厚とナる。

犬猿は二階建梁間七問、一階段仕込場主醸造の終った

後夏時の貯蔵庫である。二階は酒造の及初の仕事である

翫( 酒母〉を作る所である。

右の内で大量産は憾酵釜で、泊造語震の内、殊に大切な所

34 

5爾

である 。 四 時;主湿の均' ! { ; を計る ためな るべ 〈東酉を塞き・

南側は中華 ｅ の屋恨 にて陽の直射 ｾｲ 徐けるのである。 ζ の

南 商の配置は唆1 ' 11寺e: >N費E手の宮町節、夏時! 立混貯蔵に最も

重用な僚件である 。伶北河P卜墜には凝窓を設け醗酵瓦斯

の排除、 仕; ろ備の底部冷却 を考えている。

換気採光の忽の位段、大きさにも、一定の規準がある

酒造引ては日光の直射は経: f ! ' に章者物であって、いつも暗

い か ら 「 グラ」と 云 うのか も知れない。

木造瓦主u量県勾翌は、五寸善寺縫入母犀ー造、洗れが大き

い か b 瓦 は 泉 州 の 谷}II > > > 明石へ別注文で尺六四判を使用

ナる。山陽が「里見酒家瓦、紅知商品自燈」と泳せる 1:J: 西

宮の事で、活裁の瓦は自費酵簡のためか良質の主主でも四、

五年もすれば皆照〈見えるものである。

車干高は大量産で二十尺I ' 1Pち三間で四寸角柱を使って二階

E投下十三尺、之は仕込怖 にカイ入れ操作に要ナる o 高さ

階上事fl笥七尺は仕込徹、格納に必要な栂の庇径である。

ノ] 、展段和小屋，j I J . 登梁で、高さを平I 効に使用されている。

外壁は下地竹小舞、大壁君主 P 土厚さ三寸、』同線打杉三分

板竪幸司自重打昼食 ｰ 、事 ｦｾ と綬〈事 ｆ 下二尺程は、白漆喰

塗り仕上げである。二階床板は縦疋一寸厚板を使用する

之は虫害を少〈するためである。内部墜は粉土中塗仕上

階下床段以前粘土叩き厚さ玄寸位であヲたが、今はコン

グ リート叩曹となって来た。コン グ リートに改める時も

相蛍反裳すもあったが、酵母の磁酵其他にも伊J 等影響する

事な〈 、衛生的にも話; : ! 徐にも大事善良い結果を得ている 。

今津、西宮、集崎、御影、酉 織を 灘 五望sと云 う。 寛 文

六年今を去る二百八十六年前、i! 五郷 で造酒高八百四十

石に及んでいる。この三百年近い侮統と綬験が、話量に於

ける今日見る事長な沼厳の様式に発立号して来たのでないか

と思う。殊に部材 の大告さ 、 梨構ｊｴ￯Ｎｾ官 、外線 の燥 大と共

に耐用年数の長いととは惜 し くも戦災で な〈なったが醤

幕時代に出来た裁で立証正に使用に耐えていたのが珍し〈

はなかった のである。

灘の生一 本 を天下に誇るに至ったには、援婚の沼誌を好

遁 米 、 吉 野 杉c 芳室長、仕込に用する天王室の宮水、六甲の

尽 寒 風、 援 海の海気等数えられるが、叉 ζ の酒造裁の構造

様 式 も 見 逃 せ な い 僚 件 δ ーっと思う。然しながら、日本

r 、、

正



固有の酒造法にも、最稀の自際法理鈴によって飛躍的な技

術 の 改良が加え られ て来た。従って在旅殆 ん ど手工業で

あ っ た酒造も 、年 々機械化されつつあ る。 ピ ール 醸 造 @

様 に連続流作業式に祭。 て行 ( cz> は遣い縛来ではな い。

新しい量産造方式に適合 する立体的 な、 酒造工場が、古 い

俸統と経訟のょ に速かに築かれなければな b ないo 酒は

ヤシホ リ タム

索遵鳴診の 八 酪酒 、 紳吾田鹿芦湾指ＹＩｪｻ法られし天 ｃｚ＾ｾ 甘酒

の故事等、凡そ日本酒は可申祭 P に始ったのてある 。 段 備

は時代と共に溢んではいるが、歳入は杜氏以下苦笑ー鐙極

集百日 、敵国の妻子と 離れて酒量誌の中に起臥し 、禁 欲 清

穆の信念で朝夕紳に新 P つつ、 天賜の美酒を主量 P 出す の

に精進している のである 。

灘 五郷 。酒造は奮幕時代から始められたが、之に従事

した者は聯泊、世間放れの機なのんびり した般があ った。

それは政府 ? の保護があった点もおり 、 一般 に 比 し 余 P

浮沈もな く極めて限慨に葱れた濠境 にあったからであろ

うロ 自在迭につい ての作業其の他一 切 の統裁ぽ杜氏以下に

絶体任されて今日 に至っている 。従って念速な進歩や後

化もない。 革新的な意見はあ っ ても酒造はなかなかむつ

かし いので、現在の! t では先入。侮統的経験様式によ ら

なければならぬ。 但時代 の主主展と共に級演、能 率、多 産

鍛造方法等改善さるべき余地が多分にあると考える o 此

の点は経修者側として極めて室要の問題であ P 慎 重 に 研

究さるべ 童勝手軽に残された 一大 事事E固と思う 。

宮 7)<

西宮市 、 ｾ市内卸ち石在町の 一 部 、 東西 二 丁南北五 了

程の限られた地域から湧凶ずると の地域は地下 ー米位に

ー聖書に貝殻暦がるる 。井深さ 十 二尺 位、7)<深五尺、天 保

C 末頃偶然に後見 された 。

分析表

反感 強アノレ カ ワ性i i I I ! 皮 6  - 7  

色 ヰ自然色富安明 臭 味 線 臭 無 味

i j [索 77  碕酸 多量

斑 ｓ 宵ｾナシ 餓 ナ シ

ア ン モニ ア ナ シ 有機物 1  

義主7) <管主主に ポン プは銭書置を絶体にきらう放に錫管、 鉛

管 、コ Y ク D ート 管を使用ナ る。

昭和初年宮7 . 1 < を余り汲み泡吉「淘濁したので 、宮 7}:: 保l Wi

誠査舎をI D / : け京大地質事の松原隊土が科事的研究をなし

場主主主主に 71、賓 の調査をした 務 がある 。 ( 前蛍市合議員 、

同 l珂秀 逸氏も宮7i ，弁戸の専門家である 。〕

原料 米

兵庫理系下美 媛、 明石、加 束、イJ 馬の宮古都米 。

米 種 山 田錦、弁慶、精白夜皮 、三 事1;減以上的精度の

i笥い程良質 の沼が出来る 。 間合宿の不味! 生布告滅 。 少し、米

を使用するから であ る。

露軍人 兵 庫j務多紀郡、氷上郡、ニ郡 ( 丹波、 笹 山田了中心

とす る一帯〉に限って いる。杜氏 ( 工場長〉 頭 ( 副杜氏

〉衛門( 勉師〉上配廻( 翫法的 下翫廻( 翫造 '!J ) 監 督

ジヨウピト チユウピト シタピ ト

道 具 廻、釜 屋、上人四人、 中人三人 、下 人 二人、飯焚 (

賂方〉以上計十八人にて一語震を作る 。

( 杜氏は中園酒造家唐の杜康か ら* た名前 と文献にある

酒造作業を信蓄をする勢務者の事。賃金は現在100> 120日

。契約で食事寝具入浴毒事付で 凡 3 万 円、 杜 氏以 下日給 2

5 0 同前後に協定されてい る。 〉

日本盛

幕末の頃閣 総 沸騰 の 秋 、 わが図威宜揚のｾｊＡＱＡな る 理 想

を表徴して生れ?と。賞時既に江戸 にて名E撃が高かった 。

明治二十四年袋鮭c 創立 の際援受け以来六十年、戦前最

盛 時 l' t 語員数二四、今著者、西宮、灘と点在 していた 。現 在

の此 c 工場は取地一万坪内に五歳と之に附筋ナる精米所

汽由寝室、持E館 工 場、荷造E庁、11>務所、倉庫等主主段、従 業

員約五十人余。 宮71<.は数個所の井戸から コングリ ート管

で皇室7)< している 。E主主宜高三万二千石、品 質、: 111: 共金図ー

であった。

封守派c 酒 造 場

戦後合成酒、新式焼酎の選 出によ って、 日 本酒の販路

は極度におび宇かされつつある 。無論多量民の税金が繰せ

られるため 、ー紋大衆の手出し の前 衆ね高官買となった震

である 。科皐約設備に よる合成酒、古車酎に型せするため に

は、苦E幕時代 其の健の製造方式に改革を加え な ければ、

日本酒の将来は賊に心細い次第である 。 之が低燃旅の酒

造語は立体的流作業式にする。鍛筋 ::1 ;/ グ リート 法三 階

建と し、一階は冷蔵鮫備 の貯蔵庫量生澄揚 に 、 二階に 洗 揚

釜 場、機訟を鮫け、仕込量産とナる 。三階 は 麹室、 翫場、に

伶陸屋根を精子揚に利用す る。仕込7.1<1古屋上にて 冷却 ナ

る 。 獄中央 に 大楠の昇降す る ｺ レペ Ｍｾ を紋備 す る 。 蒸

摘 は ス チ 戸 ムで蒸釜を使用する 。蒸 梱 の 総選はロー ラー

::1;:/ ベア ーを使用ナ る。

ー量産の仕併を三 つ仕会長とする 。 ( 毎日 三 十石仕込の こ

と〉 。大要以上の如 童理想を持つ ものである 。

酒ばや し

三輪山 には古旅;移@大樹が多〈 、衣銅・杉、 伐 掛 @杉、

二 本 杉、印 の門杉、俊明杉、綾杉などC 名 木が ある 。杉

の楽を悶〈したものを 「沼ばやし」 と秘 して古く か ら酒

家の車干に招牌と して! 懸ける習慣は沼'r*と しての 三輪 山の

杉に凶み併せて沼を表徴したものである 白

勉室の都議

E告さ三間× 四 間金十二1卒、隠さ金一尺 五寸~ ニ尺の親

殺入保温nJ ! : 備、天井 ，共床同級構造とす る。
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壁、床夫弁共杉板張詰め、天井に d 換気孔ニケ所設け

る。費量菌の繁殖のため室温は矯氏30度を保って、麹問は

望在中常に裸体で作業する。

灘五郷に於ける験前戦後の厳重立

耳震災古昔話車数 焼失語員数 残存厳重量

今手書郷 34 34 100% ナジ

西宮郷 89 70. 4 799五 18. 6

魚崎郷 46 31 的 % 15 

御影郷 106 86. 8 8 2 % 19. 2 

西海 45 11. 5 2 5 % 27.5 

合 計 320 239. 7 7 5 % 80. 3 

酒と雇主其他に就い て

酒 r.t 山吹色に木c 香習が良いと一部に

云われているが、名酒は色のないさえの

あるのが良〈、酒自体の香りが大切であ

る。酒の品質はーに香り、こに妹、三に

色( さえ〉で之をア守カラピシと秘され

ている。ア 1レ ::Z - J V分は普 遁15乃至16度

位である。

酒造では米C 蒸し方が大切で、と の知

減は社民の技量のーつである。普は華耳炎

で 織p 釜〈内部を砥石で隣室ウルシを俊

きつけ〕に入れて焚いたが、今はアルミの釜に入れてス

チームで蒸している。洗米英他無論宮7] 1 ; を使用する。

穏は口径 7 尺、高さ 7 尺木製、口径 8.2 尺、荷主 G.5尺

との操作と記旋に主ｬｊｾ高官十 Ｒ をして建築する。 重景は

34石 x 500 匁+ 桶自 主主200貿 = 2 1加 O賞。

照明は20乃至3 0 W電球で余 P 切る〈ない。

袋締ジプで染めた純綿、シプとウ 1レ γ は香りがイ也 tて 移

らない。普の人はよ〈研究したも C だ。

木材は絵、杉など香l J CDあるものを除け、虫害の少な

いモミを使用している。

量産人は非常に信仰的で、杜氏は二時停夕食後入浴し、

靭タの析は怠らずして仕事にかかる。祭神は松尾紳舵や

三輪神府: である。

献 上 重量でま定作した品は事務所に持参ずる。之を献上

と云う。之は普から紳に供えた事からの習慣であろう。

献上物は勉とヒネ D モチと( 米の蒸し加減を捻って鼠め

ず〉酒である。

精 米 設 備 以 前 は 2，000余の石臼をー列11) 0合宛霊堂け、

精 米機 が活動してる光景ぼ封土観であったo が操作に僚件

がないので、此点のみは時代の進展に伴い機械化され、

他に比ベ長足の進歩を見ている。此庭の副産物としては

赤糟家畜の飼料に、白糖亥蹄染に、現在は主としてピス

ケツ| や宇L完の菓子原料に用いられている。此の滋人も

杜氏の如〈階級制があり、大老曹、中老曹、小老曹、米

路、科表、中入、下人等であるが、現在

紛 ど機 械が動〈 ので老曹のみである。老

暫の作業不能になる年ともなれば、酒造

主から老後を袋う年合制がある。

酒造の唄

往昔、時計代l J K て作業時間を計った

ので、作業に よ り鯛子に綬念がある。非

詣 常 に 情 緒 綿 綿 、 厳 の 窓 か ら 流 れ 出 る 苦 頭

草 の 撃 は 貨 に 感 じのよいものだ。大体伊努

占管頭が多い。昔、歳入は紺木綿の拾を皇帝

る迄完普通して自分の体混と併行的に量産内

の温度やそロミの関節をしたものだ。唄の設も多いが会

考迄、一、二紹介ナると、

靭の欽 ( 前三時頃モロミを摺で鍵# ナる時に勇まし

い窓側で唄い出ナ〉

起聖てな一、宣言らんせよ、策室! { 明ν、、明けりゃよ一、

官官の鶏が暗〈 以下八節

数取唄

宮7k を汲む時数2ピ終ちぬ綴而自< 1段取幸子頭で懸E撃する

ーに始って織のー穴、ニで日光は天下の宮、三本松r . t

伊丹の遊女、四方図w . 島守、五ぞどそずるのは重をいたち

六甲は灘の禿山、七商鳥 !':J :唐の庭鳥、入ケシ事事は鮪の足

九郎列官源義級、東照椛 現家 康公 以下二十迄ある。

( 筆者・西宮古当主豊株式合府取締役〉

リノリユーム議壊すリノタイ J L

特 製 り ノ 9 ユ ー ム 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 曾 社

本 位 ・ 工 場 兵 庫 懸 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 話 伊 丹 1 ・5 1 ・6 9

大阪市東区瓦町三丁目三和ピル 東京都中央直銀座四丁目三和ピル

大阪事務所 電 話 北 浜 375 ・3i 6 東京支庖 電話京橋l i Ol ・2564
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煉 瓦 造 建 物 の 曳 移 韓

工 事 に つ い て

香
-|

 

、
j

 

ヲた

紳戸市都市計主主に基き現存建築物が其の激定路線に陣

容となる袋、解体又はイ也の激定換地内に奥移車車工事の』ニ

むなきに直面せる建築物が多数あ目、下記建物も上rmの

遜命に曾い、普蕗方御相駁に接し、 E抱移車車工務可能なる

旨、回答せし結果、愈 k 工事施工となり、茂雄を排して

下自己工事。着手となったものであ P ます。

建物熔議長に就ては下記の湿りで釘りますが、 j比のE邑移

車専は弊居士として、非常に細心なる注意を安 u こ工務の一

つであ p 、2事に機械器具の選定及び点検も一層慎重を期

した。殊に耕史に針す る 繍強は地盤のＵｊｩｬＮｾｩＳ並びに高低 発

送しき銘に、それよ D 生ず る櫛 主主物の解体を採ささ・る事長

腐心した。

今その工事経過を援返って見ると問建物を地盤面に切

断したのであ P 、移動距離が56r聞にも7J <. び皇室 原に於て4.5

度廻勝i : J ( 施する事は稀に見る至維なるエ事であった。

その道程た るや公選、ロータリー、弁戸、畑 と多種多様

で あ れ 又 そ @ 境 界 に コ ン グ ] 1 - トプロ ツグ 溝あ P で 減

収困車産なるものでした D ζ れは先年弊駐の施工したる千

代田銀行( 神戸湊}Il 支 底〉の! I t 移鞠( ! I t 移車専のみ鮒 負っ

たのですが〕以上に煉瓦遣の薄いものであるだけに、そ

の針重量、その準備、その奥地盤構成に於て叉その絡工に

於て勝るとも劣らぬものである白昼Pち地盤の強弱による

補強、その高低によるサンダルの組み方、その是主体夜t 嘗

震の直接建物繍彊材原付と史加減、. ! l l . 選とコロの接続、

荷匿の等分布、建物砲車専に針するコロの切り方、レーノレ

の反 P 加減、レーノレと枕木の接続など少しも油断出来な

い事であ P 、殊 に上 P 匂配なるま志の水準君ま航空事 k 大 切 な

る施工注意事項でした口 臭移車車工事のみは先例と云う事

はな〈英の建物の傍若5 : 2えてF具係件によ P 常に狗童1J 的 技 術

を要するものであり、経験に伴う遊歩改良と不断の研究

を必要とし、弊最長としても去年の方法と今年とでは大分

進歩護主主していると思い居 E ますD

要ナるに曳移車車工事・は常時の研究と経験のｾＺｦ責をまっ

て初めて完成されるも c ではないかと患ってります口

建物名 黒間食品貯蔵庫並製造所

般計者名 香川建設株式合長土 管 繕 課 後 言1・部

工期 自昭和 2!i竿 6 月5 日 至昭和 25年 7 月末日

仕上の概要

男

A 元建般. の位置紳戸市兵庫1芯湊同T

B 移 穂 先 の 位 置 帝t 戸市兵庫m: 佐比江町136

史移車事据付ケ迄一式

古建物をその位斜臭 5 6 間及 4 ! ) 度利換並に新若草地君主

に於ける高仮差より 1 尺 6 寸の匂配あり、l { ! 姿のまま弓 l

渡し完了するものとすD

建物構浩賢宣備中特色の有無

本工1 J l : は有害きのまま建物の移聴を行弓特種工事でそれ

には次の工程を必wとする D

工 程

( 1) 地提線よ P 切断工事 ( 2) 史前準備及び補強工事

( 3) 奥地盤地工事 ( 4) 移動設備工芸停

( 5) 機械務兵員正松盛備 ( o) 移動開始

( 7) 移穂先新基躍を

Ｈイ〉掘方〈ロ〉栗石ｾ方混棒』同 Ｑｾ 一切 Ｈノ、〉偲粋入 れ

( : ) ヨ ング B ート打〈ホ )1限枠取除毒

( 8)  ! I t 移車事完了努付工事及補修跡片付け

工事微要

①建物の種類

主体燦支持事造 2 階建 補 助 体 石 材 及 木:構造

屍 根 日: 本瓦型車 匂E 5 寸 5 分

桁 行 48尺 7 寸 5 分 梁 行 32尺 5 寸

建坪 440，375坪 延 坪 88，075 坪

軒高 地盤よ p 軒蛇腹天迄 24尺

様天迄 35尺

②移動荷重

〈イ〉木工事

各階床2え2 階小屋合鍛造且、宮古木材料 105 石

〈ロ〉石材工事

出入日夜石. 各窓穏及窓石、腰石、各悠魁 P 、 防

火扉鈎元石奇事 各使用石材( 花尚岩〉

ひっ屋根瓦ｾ 200立方尺

土 井 土 俊 平 均 厚 サ 1 寸 5 分注厚とすロ

40商坪分

瓦主王

様 築

く= 〉棟瓦草責

主草上坪 35面坪分

自 9 議 室11塗 延 8 陥! 分

桂 型 2; 告B1司 高サ24尺 4 本

畿地 1;'2 B  ｾ草サ ＲＳ 尺ＨＩＲ函坪

河饗イラヵ l %B  4.5・厨坪

胸及軒並= 合言罪組持主主等 41立 米

糠瓦積所. 要そノレタノレ怠 100 立 米

E主家正面化粧棟瓦給付け共合む ( ホ ) ;it・ft lJ出 入 口俄扉類

及防火罪判及小屋金物類一式 上 lle!] 、昔十 GOO屯

①事育基鐙荷重 〈イ〉栗石地型 ( ロ〉コ ング P ート- 11i 地型

(ノ、〉狗立柱地形共 IJ 、計 110屯 総 計 610泡
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的 建 築 悩 / ¥- f  |附

註型煉瓦宅資 2.
J

，'f B 角 建 地 !  /  ， I:!/ :必 ー??

』 コ J 位 ¥¥ 

煉 瓦 1日 開 化 粧 目地積 込-.!-::rrJ i ' f1a ¥ ¥ 一一一一一一一一一一-

室 内構造 ¥u L L一一子一 て- n一一一寸
＼ｾ、 、 ‘｜ ¥ I  

1 階の床 来 建 て 大 引 架 波 L ，; ; 叫 1  E E  ¥ 丸 タ ε - ¥ 

時 一Ｚ工づｾ ¥"ご F 身、

床板援l J ｾお / デi め¥¥ 一¥て」そ三

に於ては床土問ヨ ン グ π  / グ / / づよ 二L γ

D ート 打 、 モノレタノレ愈仕上〉

2 謝受胴差し 周悶煉瓦積、持

出し穫として、 ζ れ に 周 蹟c

胴差及中央大梁と猿渡し ‘ 大

事E桁行。中央部に於て狗立柱

を以って是れを受け 2 階 根 大

梨渡し床板ｾｬｊ

中 3 階 釣 D床

中 Ｓ 階床受けｾ付けは古車瓦盛

地に締付け φ を以って前記奥附けと取付け、端桁と

小屋梁も同様、 釣 中を以って 、3 ｾ皆尿面を Ｗｾ 卒遜 ｐ

良〈釣りならし、ィ、根太梨渡し床板張小屋軒桁受け

煉瓦持出しＺｦｩｾみ是れに壁地に取付け中持込、此の合

物 に依百袋地とノj 、屋構造材との緊結完全に施し小屋

合掌貌構造とし用所金物締め完全に施工のよ陸梁架

渡し小屋西洋合滋組組立て取付け、屋根底土塗日本

瓦葺仕上とす。

各所括主及出入口には段石地夜石、袖石、各慾拐、窓台

煤石等花f u . J岩 jJ i l 工のよ煉瓦壁地に埋込み据付仕上とす

筆者( 香川建設株式合枇取締役)

近 見 張 図 |

- l l干吟
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司
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ニF菅平面

9 月 7 自に皇室った第 1 信 に つづいて、 ζ の通信をお皇室

P します。

第 1 信で申した住宅の 1 例を第①、合事②に示します。

第①は其の全景、左に 見えるのが中 2 階建の納屋及家畜

合、右が本家で、周閣に防風林を持っ ている 。第①はそ

の中庭からの篤虞で、左が納屋及家畜合、疋商が本家で

ある 。現在米軍関係のものが使っ ている模様である 。第

①は亀甲型の墓の3客員で、定商の石塀わ ζ わされている

一一ー第2信一一りよ

た、

手建i中

3， 

衣某

2， 

岡政
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縦 断 面 図

面

〉ぐ〆

し?と。 ζ とでは骨材と、ヨ ングリ ートプロ ツグ 、コ ング

D 目トパイプを作っている。叉レターミツグスヨンダリ

ート も作白れる 。 との工場 の 能 力 は 次 の 湿 りである。

砂利及砂 1 時間につき 1!i O屯

］＾ＺＯ ｾ＠ Y ー ・トプロック 1 降 智に つ吉 1，920 箇

a  

$t al 包

慈の出入口の石室まは琢l徐かれて、中央に黒〈開いている

僚子がよ〈見えると思う。との形は支那大陸の庚東によ

く見ら れるも のだ そうであ る。

Ｙ 月 ＱＲ 日知花と云う所に あるそ到ス ｙ の砕石工場ＨＭｾ震

の施般を部負業者が務負 っ て選管 している もの〉を見事

39 

② 原石 採 石 場 か ら 骨 材! 並宅島 を詰E む 。 宕の方 に誕 1J 中 の エ

場 が 、 プ ロ ッ ク 及 パ イ プ 工 場



( 8 筒/ 分 x 4合〉

: : J ，: / ? ロートパイフ・ 1 臼につき 200 本

見書匹した食時は、まだプロツ F 及パイフ・工場は建設中

であった。 ζ の エ 揚の概略見耳王国は第 2 薗 に 示 す 湿 り で

ある。 ζ ζ で は 総 て 機 械 カ に よ っ て 作 業 が 行 わ れ 、 入 力

によるものとしては、僅に原石を事長る前の表土除け位の

ものである 。表 土 を は ね る と 第 ① の 傑 な エ ウ マ チ ツ グ 1，-

りYレで岩石へ穴をもみ、: J < . 華置で: 爆被する。その原石ばヂ

ーゼルジヨベノレで積み上げられ、 1 段 高 い 段 か ら グラツ

シヤーへ投入される。グラツジャーは 1 段 低 い ζ の 7・ラ

ントのE陸地上に 8 合 並 ん で い て、 3 台 づっ γ リースに、

そして ζ の 3 台の 2 セ Y ト が パ ラ レ ル に 並 ん で い る 。 (

第 ⑦ 、 ① 多 照 〉 。 ト ラ y メルと. 7 1 < 洗認を同一機被内に

持 っ て い て 、 順 次 所 要 の 大 量 さ に 砕 石 し て 、 ベp トコ y

ベ ーヤーで砂 利 及 砂 の 夫 々 の 集 積 場 へ 準 ば れ る ( 第 ⑤、

①多照〉。 集 積 場 か ら 再 び ヨ ン ベ ー ャ で 、 コ γ グリ ート

ミキ γ シ グタ ワ戸へ濯ばれ、 ζ ζ で セ メ ゾ ト 、 砂 、 砂 利

• 7)<、混和削が遮賞に計主止され、混和される〈第③左の

絡がその揖ワー〕。 とのタワ ーの下ヘミキサー付の トラ

ツグ( 1 合の容量は 4 立 方 腐 ) が 入 れ コ γ グ Mートを受

け て 走 行 中 自 分 で 煉 P 乍 b 現場へ運んで行〈。 ζ の 僚 に

して、各現場ーは何回の何時から何分おきに何台のコ Y グ

H 戸トを運んでくれと要求を出しておくと、その遜習に

持って来て〈れる仕組になっている〈第⑮参照〉。

所 後 れ ばJL鎚 る の 償 え の 如 〈 、 エ 療 の 施 工 方 法 で 色 h

頭 を 打 っ て 、 函 喰 う 事 が 多 い 。 そ れ だ け に 敬 え ら れ る 事

が 多 い と も 考 え ら れ る 。 叉 い つ か の 機 曾 に と れ 等 技 術 的

な 事 に も 言 及 し 皮 い と 思 い /P b ー 先 づ ペ ν を欄きます。

( 25， 3. 17毘 ) ( 量医者・松村組常務取締役〕

〔誤謬訂'I E) 第 1 信 右 槻 よ か ら 7 行自の「叡」とある

のは、 「鬼板」の誤Uてっき訂正します。

〈 潟 毘 俊 明 〕

① グ ラ ツ ジ ヤ 自 の 列

①原石採取揚の火覇誌をかける前の穴郷 P機 に よ る 作 業

⑬ ミ キ サ ー 付 宮 ト ラ ッ ク に よ る コ y p y ート打込み
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の 常 識地 震 と そ の 対 策 (  3  )  

災 委 員
b. .  

コミ
日 本 建 築 協 舎

害

10、今住んている家は安心てきるでしょうか

今住んでいる家が大地主芸にあって大丈夫かしら

という事が問題となりますが、餅は餅屋と云って

やはり建築家の中でも構造伎術の方面を王手聞にや

っている人にくわしくしらべても らう のが一番安

心出来るのであります。｛ ｾ IJ ミしながらさ' つとした

見営として、次のよう伝 4 つの等級に分け 免れる

よろな判断法を説明してみましょう。

A 級 一 一 一 一 一 安 全

B 級 一 一 一 一 一 梢 安 全

C 級 一 一 一 一一 梢危険

D 級 一 一 一 一一 危 険

〈イ〉 建物の平雨に凸凹の少い小規模のもので

あれば、そのまふ全体生一度に考えてもよいので

すが、凸凹がｾ＼て大規模な建物で ｢ ればとれを

遁省主主いくつかの部分に分けて考えます。叉、各

階毎に分けて考へ、地震で建物がゆれると想定す

る方向も、建物について直角なこっの方向につい

て考えなければなりません。

( ロ〉 建物の卒面右前のようにして分類し終り

ますと、次にこの分け t れた各プロックが水平に

押し倒そうとする力に射して r の{ 立の抵抗力、つ

まり耐力( 張土〉があるかそ計算で求めるのであ

b ます.

精し〈との耐力な求めようとすると、いろいろ

句問題がるるのですが、大ぎつ lまに考へて、木建

施 究 耐 主計量重量全 工 み 震 -- は間

智 大軍士資 嘗ゐ由甲栴山1 車歪f土

昔目阪 奥 昼 火 . 金 離 島 . 切

却田市 費 肪 1一一一訴事一Z一E邑

川も山村一 施任 音 軽 骨銭・

@木 亘 一 刊 一一

四 幡 兵 工合ｾ I  I  f(ま担，I+ '

Ｍ ｾ庁街 ・ 理 堅 卜 一 同 一J 一、|  

四六三一向円 車ーー 千 島 を 井:

!日庖 山 |ー . 一一

1 ・|水 準 ・ に

建物の或る階の或る方向の耐力はその方向に平行

し? と壁及びノj 、壁付証( 窓、出入口等開口部の脇に

ある桂のとと〉の耐力をつぎのよ、うにして求め ζ

れを紬計し、とれに保if弘元態を考へて遁滋に割引

して考へればよいのでるります。

木造壁の耐力わ、壁のっくり方によって、上の

表から . 1立の長さの耐力を求め、これに管際の長

さをかければよいのであります。桂の外から見え

シシカペ す す カ ペ

る壁を真壁と云い 、見えない壁をと大壁と名づけて

"K...i.:'"}' ィ

いますが、何れも筋違のはいったものは耐力が?

す す ヌ キ

っと大き〈なっています。表の中で大賞筋違とい

うのは、 l与さ 5 、 6 分の板のように j事さのうすい

材で出来た筋違のことで、桂材そたてに二つに闘

ったものぞ一方だけ K 入れたものが桂二つ割片筋

違入りであり、之を十文字に入れたものが、たす

き筋違入りであ b ます。

普通の家では筋違は入っていても大貫程度のも

のであ P ますから、概略値としてはどの様な壁で

も平均して300kg/ m、すなわちー聞につき 550kg

fなとみなしてよいのであ b ます.

次に小壁付桂の耐力は、柱闘一つ に一本の寄jで

計算するのでありますが、之は次の三滋の計算な

やってみてその中て最も小さい値をとるとと‘ し

ます.

即ち、

太3挙組株式曾前

大阪市北区絹笠町堂ビル3 陪

唾 話 掘 JII 1820.  9 5 1  

( 捕時話) 2 . 6 7 - 8  
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100 
( 1)  

桂長さ( 米)

壁高さ

(2) ＳＰＰ ｸｾ亘旦 三
柱 長さ

( 3)  小墜をつ くる壁の強さ× 柱間

( ハ) ヲえに前に分けた各平面のプロックを各階

高そ等分する水平高( 第 22 闘に於ける ( 1 ) 及t ロ〉

の商〉で分け

との各 プロ ッ

クについて、

人や家具類主主

￨Ｎｾ 含め＿ と建

物の重さを計

算します.

とのとき、

普通の木造瓦

葺の住宅程度

な ら ば 、 次

のよ うな値 と

すればよろし

v、。
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第5表 壁 の 耐 力 表

重 量 の 構 造 別

時

明

喰

品

附

漆

菌

商

他

他

、

板

板

入

喰

見

見

透

漆

下

下

筋

商

面

商

寅

両

片

片

大

ハ

し

ん

か

ベ

ν

民

盤

!j 50lffi 

360 

640 

450 

730 

!j 50 

360 

730ユ8

800 ，， 1  1.450ρ 

大

阿南木摺! J ( 主すり〉

E邑

岡 市#;1木 摺

片面メタノレラフ、、他国木知

，.....， 

:t6 片 面下見 板、他筒木摺

フ

柱 二つ刻 、片筋逮入古、

ｾ＠ 、

経ニつ刻 、?とす垂筋違入、._J

第6表 普 通瓦王子. 木造住宅の重さ

|床面積 1 平方米に つき ; 床面積 1 坪につき

昆 階 700砥

二 階 210 700 

階 考えなく て よい 考 え な く て よ い



( : )  上のごつの計算が終ると、ヲたはそれらの

飽から建物の耐震度と云うものそ次のようにして

求めます. 勿論とれは各プロック毎に求めるので

。あります.

ーその階の耐力の合計

建物耐震度

ーその階より上の重さ

( . *)  とれらの計算とは別に、その建物の建っ

ている地盤の模様によ って標準震度というものそ

想定するのですが、とれは便宜上次のようにすれ

ばよろしい.

I 良 0. 1- 0. 15

岩盤が濃い所にある場合であって、大阪市内

たらば谷町耕よ b東の台地は概ねとれとみな

して宣敷い.

E 中 0. 15- 0. 2

洪積居や比較的か? とい河積居の場合であって

西横掘より東は概ねとれと見なして宜敷い.

E  不良 0. 2- 0. 3

軟弱1 i 沖積居、その他低蟻地、埋立地、断崖

の上1 i e: ぞ、大阪市内な ら西横堀よ b 西は概

ねとれとみたければたりません. 京都市では

伏見低地主主 r はとの部類じ入 b ます.

なお、大阪、紳戸については第18圏、第19周そ

参考にする とよいと 思ひます. との聞は京都大準

防災研究所 K よ b作 られたもので、地下構造を調

査して地盤の良否の等叡を示したものであります

( へ) ζ れらの値が求められ b ぽ、耐震度在地

盤霊の標準震度で割って、その値が 1 より大きけれ

ばA 級でるって、との建物は安全であります. 叉

その値が% と 1 との聞でまうれば、 B 級であって精

安全であります. l hか ら% の値であれば梢危険ぞ

之はC 殻、弘米瀦であれば危険で、之はD 級とい

うことになります. 即ち、

耐 震 度 > 1 のとき A 級く安全)

標 準 震 度

ｬ ｊＧｾ く 。 く 1のとき B 級( 梢安全〉， 。

予告く ;  く予告のとき C級( 精危険〉

グ くろ会のとき D 級〈危険)

グ

計算例

木造二階家瓦葺ご階15k
2

一階15. 5k
2

延 30. 5k
2

小規慎な建物で凹凸のない平面そもっている建

ー害
、
z

。冨

安

J1f-Ji'  

O.S  

制

0 .;  

1.0 

Lち

l
、。

1.0 

N  

。
s

cb 

固
e z固因} 泊四

第 23 図 ー 第 24 図

ち必汐必勿ジ勿ｾＮｾ

1¥.0叫

万汐 ｗＯＯＯＯＯ タ ｾ。 ι 制

物である から奥行、間口何れの方向にも 一体とし

て考 え建物の直分. : a > 行ひまぜん. 但し、便所は簡

単のためにないものと考へます.

戸司 即

重量 : 0.7x 15=10. 5t  

間口方向 ( E W)  

耐力:

北側窓脇佳( 圏中O. 印)

窓では上下に墜がありますが、耐力公式の②式

の壁高では上下の壁高のうち長い方をとります.

1 0 0  

①よ b
寸 万 一 =

59 

0.7 

②よ1 > 3 0 0 x τ : ナ =
123 

@よI : J 550xO. 5=2i 5 

とのうち最小のもの59kg軒 60kg .:a>桂 1 本の耐

カとします。桂の数は園より 5 本で ああから、結

局綿耐力は、

壁
0.55t j k x  3. 5k =  1. 9Bt 

01 位 0. 10t x1本 =0. 10

oe桂 0.06 t  x 5本 = 0.30

計
2. 33

2. 33 

耐震度は α =

寸0.5
一

=0. 22

奥行方向
( NS )  

桂〈圏中ム印〉は官官の ｏｾ 伎と同様

耐力:

43 



壁 0. 55t/k X  12k =  6.60 

ム桂 Q，06t x  5本 =0. 30

計 6.90

6.90 

耐震度は α = 一一一 =0. 66

10.5 

ｩ ｾＱ 酬は軽微で向通ら何きます・
15.5  - 0.5 =  ＱＵｾＲ＠

重量: 0. 7x15=10. 5t  

10. 5+ 10.5 =  21. 0t 

間口方向 ( E W)  

耐力 :

桂 若 干 箇 所 に よ b 壁高0) 桂長。〉寸法が とと

なっていますが、お‘ むね前0)02 佐に同じであ

P ますからそれの耐力をもちいます。

壁 0. 55t /k x  3.0k  =  1.65t 

。住 0.05t x 9本 = 0.45  t  

計 =1.10t 

1.10  

耐震度 : α = 一一一一 = 0.05

21. 0  

奥行方向 ( NS )  

耐力:

壁 0. 55t /kX 12，5k =6.87t 

ム桂 0. 05t x 3本 = 0.15 t  

計 7.02t

第 2 5 図
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fi  

当ζ

マド ・.c.足匙

耐震度 α = よ:0: = 0.33 

21. 0  

結局耐震度をと一括してしめしますと、

耐 震 度

耐震度 ょ長d妄τ岳 判定

標準笈度

- R比{ 奥行方向 0.66 3.3 A  

一 ( 間口方向 0. .22  1. 1  A. 

一階( 奥行方向 0. 33 1. 65 A  

( 間 口方向 0.05  0.25  D  

いま地盤を] [ . すなわち中級のものとすれば標準

隻度は 0. 15- 0. 25 の聞にえ t ぶのであ b ますが、

と h では上限 0. 2をと P ますと、ム衰の右備に示

しずι ように判定されます. 建物全体としてはとの

うち最も悪い級をもって判定します. すなわちと

の建物は一階が間口方向に弱く D 級であります。

計算例

l 階 9 坪

重量 0.7 x9=6. 3t  

( N- S) 方 向 東 側 窓 脇 佳 ( 間中ム印)

100 

①よ b一一 =110kg
0. 9 ---.... 

1. 0  

① よ り 300x一一=330k!!" 

0 . 9 ι  

③よ 1) 360kg ( 片面下見絞片面漆喰) x  l k=36 

Okg の110kg が最小て之れを採用、位の耐力

とする

出入口脇柱 ( 闘中A 印)

0 1 0 0  
よ P 一一一= 59kg 

1. 7  

② 1 . 0  
よ1J 300 ｸ ーＮｾ =  176kg 

@よ IJ 550kg x  0.5間 =275kg 

59 '=>60kgを採用住 1本の耐力とする

線耐力としては

ム 投 0. l1t x1=0. l 1t ， 

A 桂 0. 069x  1  = 0:06 I  

〉 計 2.7主

外壁 0.36 x  4. 0k= 1. 44 I  -

内壁 0. 55 x  2. 0k =  1.10  I  

耐 震 度 等 = 0.43  

E W方向

ム 印桂 0. l lt x 4 =0.44k ， 

A 印桂 0.06 x 3=O. 18 I  

〉 計 Ui 2

外 壁 0.36 x 2k=0. 72 I  

内 壁 0. 55x  0.5k =  0.27司

1. 62 

耐笈度 - E T = 0 . 2 0

( 4，;抗えfiA < )  



舎 務
(10月分〉

建築新法令講演曾打合 7 月 1 日朝日に て大阪府建築部

感合支部、協合等関係者集 合衆る 17、18日大阪にて開

催の跨準備につき打合せた。

京都市部役員曾

7  1'1 1時間支部にて支部長以下出席、本部と共催佳修

隼院離宮見皐及建築様演合開催停を協携した。

和敏山支都役員曾 7 日2 隊車率建築課長室にて奥村支穏

長、栗林副支部長外十余名本部大平日理事列席、建築講

演曾、見事合開催、基金募集、集合方法、合員勿加、

和敬山版編集 5 月放置設定僚を協議し? と。

定例理事曾 10日2 時舎官官分室にて竹腰合長外 6 名出席

ピル漣轡の件、建材部命指賀大及経費の件、合員名簿、

主主料の外無代配本の確認、入退合詮衡、勝報告後J I t :畑

委員ょ P 第 2 回中央建築士審議舎の経過が協命共他の

希望意見に添いつつある旨の報告を聴耳正し? と。

建材都大曾 10 日4 時ょ P 合館大際問で建材都大合開催

青木氏外30余名、竹脇舎袋、弁上I i l J 合長、海海理事、

池田大阪建築事務所長、東熔建築事務所長、大和常務

理事等が列席最近の建材情勝:1: 見交換あ! J 1とる後、近

〈本部舎の抜大強化を函 P 一層霊童展を期する気外廓図

体を結成する申合せをなし、其貧mを小委員に一任し

? と。越たて18日小委員食は朝日にて舎合11月 8 日関西

建材舎のｾ舎式暴行の準 備 を盤へた。

編集委員曾 10月 7 日午前J . 2 時よ P 朝日ピルにて小111、

白石、持基降、源問、岩本、岡田、掘口 7 氏出席、 11月

統制付検討決定、 12月鋭原稿内容検討。 10月28 日午後

8 時よ P 朝日ピルにで/J 、称、白石、稲田、掘口 4 氏出

席12月続編集制付検討、新年続編集計盆「建築穿の展

事」践と方針を立で依頼先を決定。

災害委員曾 10月17S 2 時靭日にて小餐員曾を聞きヂエ

ーン台風災聖書記録作成の細部を協議し? と。

大阪曾君臨委員曾主催 回紡蹴宅見$ 曾

14 日2 時大阪市内路 島に建費空中の大日本紡績株式曾舵

= 予吋/ ) ス

フローリンヴ-

e11t 六遁81¥. 番

貫任均ユ

目詔工繁費限曾社

軍士貝アパートを見皐。舎ずる者80余人、同建段物は秋

図害事代次氏段計、大林組滅工に係る由民筋コ ν ク D ート

進地下共 5 階建 2 様である。先ず問所クラブ前に一同

集合大林組現場主任片岡泰絵、若田久作両氏の俊明後

両氏の案内で地下室ょ P屋上主主限なく見摩し? と。

A 型 1 戸21坪、 B 型17坪、立式洗勝然、洋服" ' : / 7 - . の

備付け、採光、衛生、援房の施設迄至れり鐙せ P で見

るもの参考となる事多〈又裳し量感を飽きながら有意

義に 4 時ナ智飲食した。蛍日御俊明、案内其他御接待

を煩わじた大林組各位に厚〈御趣申上げる。

和歌山支部主催 花王石鹸建具工場見書匹曾

石鹸曾居士十て: m: 兵見事とは知 b ない方は錯艇を起きれる

と思うが、花王石鹸株式含維の建具工場は盟事下に於け

る一貫作業工場として著名なもの、燈台下暗しの地支

の合員のためや大阪本部方面か b の参加も熱望して、

21 日2 時から同工場の見皐舎を開備 し? と。通知の関係

か大阪方の参加はなかったが、さすが和敬山特産の建

具が次ぎ次¥f と各種な優秀製品が製作される現場を一

巡、非常に興味深〈参加者の満足を得た。? 昔日御世話

になった関係各位に厚〈謝意を表する。

九 州 支 部 主 催 新 建 築 物 見 事 曾

九州支部としては珍らしい見容が28日午後 1 時から催

された。蛍日市内天紳町に集合する喝の約60名、大型

〆z で日銀穏岡支底建築場に歪り、施工竹中工務j苫飯

田支底長の俊明後、現場主任徳永技師の案内で見摩後

第二見事先郊外泊山紳単校建築主告に至 P 、徳永建築事

務所石井主任の現場案内で陵町ど〈見事、薄暮天神町に

路 P 薄商j 支部長より奉加の慢と支部愛畏に協力を依頼

ナる挨拶があって散曾した。本見畢は 2 個所共餓筋コ

: / P ! J ート治 P 、戦後に於ける建物としで見るベ垂も

の多〈ゐ- 意義な" p 日を過し参加者の満足を得た。賞日

御世話になった関係諸氏K 紙上を混じ深醤の露首意を表

する。

九州支部iU支部長定代の件

藤島 ｾｊ 支部長は稀に見る熱心な愛舎者で文書 ｅ の後炭に

献身的な奉仕を績けておられたが今般一身上の御都合

で隊駁 されたので代って務奥延氏が後任に選ばれ、黒

木Ii l J支部長と共に協力される事となりました。

S o  

' 1トヲJ{:' IJr6

'J トラJ¥国母ず

除名 記 入御 申 ＮＳ の方に富田 誠 ｾｵ 転賜 隻 す

東京都中央区日本樗馬 喰1則2ノ1

株式会社大和 コ' ム製作所

電話 茅若手 l.jl @772J ・7721

工 場 本 間，JII 端，寺 島，山形
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く28頁よ F 続< )

合・君主ー的資材の裏付〈工期の震餓主主用土建資材を一部流用

する場合にも結局必要〉を得る震にも工事豊富捗c 第にも

出願を念いだが、計禽が盟主い戎程度設計完成してとそ出

願図書も揃い、それには此の勘合児童曾官官其の他府餓骨

古材から般計上遡官官材を探す必要があった P して、主主h

ならね苦心であった口漸〈十月よ P 忽可運動を起し、建

築線自身がE主役、厚生両省の門を叩きパ戸タ重量般主旨か

らE定量協讃を求めた P して間に合せ? とo 此の間両省主主に

兵庫勝賞局。絶大な御指導と御支援は恭けないものがあ

った。

建d l ! : 省住宅局鋼、日本建築感合R 行の

建築基準法並建築士法集の分頒

1. 建 築 基 準 法 関 係 法 令 集 定 貸 120円 送 料15円

2. 建 築 士 法 関 係 法 令 集 定 震30円 送 料 10円

3. 遺築基準法施行令、建築基準法施行規則

定慢BO円 浴 料15円

ＴＮ 建築ｾ準法に関係ある防火規格とその解霞

定債110円 送 料15円

上胞の法令集は日本建築協合理解毒事局に来て居 P まナ放

御希望の方に分頒します。伶建築土法の解1 f t 手銑会般に

渡って、まとまった本が下院c 遜 P あ P まナから共に分

頒しまナD

5. 建築士法? ) 解銭ー附九選考申鵠の手緩一衆議院建殴委

員 舎 、 建 殴 省 住 宅 局 編 著 定 債90円遂事寺10円

日本建築協曾災害委員曾続

「地震と其針策の常識J バンフレ、Y ト設行

分頒

十月続より本総連載。地震常殺は多大の好評を得、単

行本の御希箆に漆ひ皇室毅完績を待たずして一足先に完結

内容も本文以外に軍ｾｪｊｴも加へ感ピの良いパンフレツトと

して内容卒易な皐校、職場、各組合、各合空事の何れの方

面にも愛績されるように出来上 P、又各家庭にも常設と

して是非ー誌を 備へる債値のあるもの と成 P ました o 庚

〈関係各位。御協力に依 P 一億でも多〈御愛娘あらん理解

を口

ｂ 列 Ｕ 本文 ＲＸ 頁ｾ虞 Ｘ 頁一部定償￥ ＵＰ

- 1 9 5 0 年 一

曾 員 名 簿

oH付 に つ い て .

待望の名 ｾｬ￬ｪ ・が漸〈配布の運びとなりました。本名簿は

建築関係業者案内も約600鮭を録した A 列 5 銑約320真に

及ぶものです。

4. 6  

提供きれた土地c 離作間IBや入口附近の用地一掃機大

貫枚。鴛土木t Dlを地宇治商工事も遡れたので、其の後を

這う建築工事の大都は自然 1 月末以後着工とな P 、現場

も盆夜祭行を交え工事係は監督に、材料係は資材関益、

縁遠に多忙を極め、1 E 門書事非常に苦しかったが、児童命

館を除毒第一次菅tlli を漸〈完成し 4 月25 日目前度〈関陣

されたD 合館も突貫且つ入念に漸< 7 月末完成し? と白

新〈 τ 合計ニ万一千四百坪の予在地は見遣える僚に生れ

型軽 P 、第二次工事も主主行、各部門尖今後盆k 充貨を期し

ている D 御期待と御支援を乞うロ

〈筆者・阪紳電繊施設都建築課長〉

合員及び業者案内欄掲験者に一部に限 P 無料記本いた

します。包し合員各位は包装、皇室料、通信雑事E槍助とし

て事務所で直後ｾ受取 ｐ の方も ＴＰ 同御負婚を願います。

又二部以上御希望 の方は一部につ垂年2 5 0円で頒ちます

( 都豊立に制限あ P 品切れの時』ま不思御飯承下さい〉

目下上記t D40円ぉ属げの方か b 配布してお P ます。

( 本部叉は各支部に便宜御申込み下さい〉

炭火が懲し〈なって、建築現揚の焚

編 集 後 記 火にたむろする、六甲おろしの風が

きっと[ ほっペた j をさナる。

そ ｴｄｾ 頁、第二回支部特集のメラ ｺ テイに宮んだ厩主きする

兵庫特集続が到着する。

兵庫支部編集者毎員食の御努力に依って多 〈の写ぃ原稿

を頂き深< ! 感謝数し居ります。

車止建立の不足の矯め 1I 、さな字で合員跨兄に自責みに〈い結

果にな P 折角の" i T . i l i ! ; な企隻に御期待に添えな〈践にゆし

震ない。

霜月 t D Ｑｉ 、 ｾｴｄ 枯草、落葉、をはき乍 ｢ 黒い土から新し

い完Ｑｦｾの泊る務審を新しい望書を持って合員言者兄に皇室ろう

と目下新年銭。続集に編集委員舎は努力致して居りまナ

建 築 と 批 曾

第 3 1 輯 第 12班

J ( 債 1 都60悶f皇室料尖〉

昭和25年11月初日印刷・昭和25年12月1 日後行

編集褒行人 戸 川 弘

褒 行 j ER 日本建築協曾

大阪市北区中ノ島 Ｓ ノ Ｓ 朝日ｾＮノレ

j 土 佐 匁 @ 1836 番
電髭 i v  甘

l ヰ1:; ｾ買⑧ ＱＳＳＴＭ 9' 呑

銀 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 呑

大 阪 市 東 l i l A 北 新 町 二 丁 目

印 刷 者 中J f l 虞 佐 吉

大 阪 市 東 区 北 新 町 二 丁 目

印 刷 所 ア ポ ロ 印 刷 所
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